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デジタル田園　　都市デジタル田園　　都市創生事業
物流再構築検討
� 200万円

自動運転バス実証実験
6,002万円

高齢者スマホ教室� 27万円

オンライン施設予約� 45万円

企画課　地域戦略室
梶 川 室長
　デジタルの力を取り
入れて、八頭町での暮
らしを少しずつ、しか
し着実に豊かで便利な
ものにするため、多く
の方にこれら取組に参
加して頂きたいと考え
ています。

八頭町拠点イメージ

宅配
サービス

小規模多機能拠点

拠点間輸送

共同配送
域内配送
拠点

中山間地域や
人口少ない地区

ラストマイル配送

無人配送隼Lab.

町内拠点

A社

B社

　物流業界では、長時間労働の慢性化、
若手不足と高齢化による労働力不足等が
課題となっている。特に中山間地域では
物流に支障が出てくる可能性があり、八
頭町の持続可能な物流システムを構築す
るため、小規模多機能拠点を置き、共同
配送等の物流体制を確保するための調査
を行うものです。

　最新の自動運転バスの導入実証事業を行う。
注）国の補助企業の公募が令和 5 年 5 月から
開始されたばかりであり、今後応募を行い、
採択されてはじめて事業実施となります。

　八頭高生徒を講師に高齢者向けのスマホ教
室の開催。

　スマホで施設の予約を行い、スマホで開錠可
能とするシステムの導入。
（体育施設等での試行を予定）

国補助（10/10）

国補助（1/2）

主な事業
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デジタル田園　　都市デジタル田園　　都市創生事業
注目の予算！！

　令和４年７月に策定された「八頭町デジタルトランスフォーメーション（DX）推進方針」の一環
であり、地域の課題を、デジタル技術を活用することで解決し「心ゆたかな暮らし」と「持続可能な
環境・社会・経済」を実現していく事を目的とした事業となります。具体的には、「暮らし」や「産業」
などの領域をデジタルの力で新たなサービスや共助のビジネスモデルを生み出しながら、その恩恵を
地域の皆様に届けていくことを目指しています。

　第２期総合戦略策定のため令和元年度に実施したアンケートをもとに、町民が特に不安があると挙
げた「高齢者の孤立」「空き屋の増加によるコミュニティの衰退」「買い物弱者等の移動の問題」の 3
点を重なり合う取組で解消し、人々が心豊かに暮らせる未来の田舎を創造します。

八頭町のデジタルトランスフォーメーション（DX）が動き出します！

デジタル田園都市創生事業とは・・・。 

歳 入 歳 出
財源の内訳 補正額

国庫支出金 62,196

地域公共交通確保維持
改善事業費補助金

60,021
（国からの 10/10 の補助）

デジタル田園都市国家
構想交付金� 2,175
（国からの 1/2 の補助）

一 般 財 源 4,446
合 計 66,642

事業費
謝礼品 270
消耗品費 162
自動運転バス運行業務委託 60,022
高齢者見守り業務委託 500
アプリ運用業務委託 2,200
物流網調査業務委託 2,000
オンライン予約システム使用料 119
回覧板アプリ使用料 700
グーグルアプリ使用料 500
電子鍵システム使用料 169

合　　　　　計 66,642

地域社会のDXを推進地域社会のDXを推進

移動部門

コミュニティ部門 高齢者対策部門

（自動運転・物流網再構築・
地元密着配送システム等）

・企業誘致、
　新規雇用　等

・高齢者スマホ教室
　（電子申請・スマホ
　注文）　等

・隼Lab.
・核となる地域のDX
　コミュニケーション

・公民館で各種注文
　＆荷物受取
・配送事業者による
　見守り　等

（公民館DX・空き家対策・
町民専用アプリ作成運用等 （見守り・健康増進等）

デジタル田園都市創生事業の内訳

（単位：千円） （単位：千円）

６月
定例会
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◇
議
案
第
66
号
（
同
意
）

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦�

（
敬
称
略
）

竹
内　

照
代

◇
議
案
第
67
号
～
第
80
号
（
同
意
）

農
業
委
員
の
任
命�

（
敬
称
略
）

安
部　
　

寛

衣
笠　

指
図

田
中　

孝
幸

上
田　

正
人

横
野　

俊
彦

山
本　

知
司

細
田　

邦
男

川
村　

忠
幸

大
谷　

誠
一

東
田　

輝
正

岸
本　

慶
子

山
根　

祐
一

大
村　

祥
一
朗

明
治　

良
一

◇
議
案
第
81
号
（
可
決
）

町
営
住
宅
東
郡
家
団
地
改
修
工
事

（
そ
の
3
）
請
負
契
約

〇
契
約
金
額�

５
，
５
３
９
万
６
千
円

〇
契
約
の
相
手

　

東
洋
建
設
・
松
田
建
設
特
定
建
設

　

工
事
共
同
企
業
体

　
　

代
表
者　

東
洋
建
設
株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役　

森
木　

悟

工
期　

令
和
５
年
６
月
９
日
か
ら

�
令
和
６
年
１
月
31
日
ま
で町営住宅東郡家団地

◇
議
案
第
82
号
（
可
決
）

八
頭
町
公
共
下
水
道
郡
家
浄
化
セ
ン

タ
ー
曝
気
機
更
新
工
事
委
託
に
関
す
る

協
定
の
締
結

〇
契
約
金
額�

２
億
７
，
１
０
０
万
円

〇
契
約
の
相
手

　

日
本
下
水
道
事
業
団

　
　

理
事
長　

森
岡　

泰
裕

工
期　

令
和
５
年
６
月
20
日
か
ら

�

令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

◇
議
案
第
83
号
（
可
決
）

鳥
取
市
と
八
頭
町
と
の
一
般
廃
棄
物
の

焼
却
等
に
関
す
る
事
務
の
委
託
の
廃
止

　

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
鳥
取
県
東

部
広
域
行
政
管
理
組
合
が
運
営
す
る
可

燃
物
処
理
施
設
「
リ
ン
ピ
ア
い
な
ば
」

が
供
用
開
始
し
た
た
め
、
こ
れ
ま
で

行
っ
て
い
た
神
谷
清
掃
工
事
の
稼
働
が

停
止
し
、
事
務
の
委
託
の
廃
止
の
協
議

を
行
お
う
と
す
る
も
の

◇
議
案
第
84
号
（
可
決
）

早
期
退
職
希
望
者
の
募
集
及
び
認
定
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に
よ
る

職
員
の
定
年
年
齢
の
引
き
上
げ
に
伴

い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

◇
議
案
第
85
号
（
可
決
）

八
頭
町
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
医

療
に
関
す
る
法
律
上
の
位
置
付
け
が
２

類
か
ら
５
類
の
感
染
症
に
変
更
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
特
殊
勤
務
手
当
の
特
例

が
廃
止
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
う
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の

令
和
５
年
６
月
定
例
会

　

６
月
8
日
～
６
月
20
日

　

6
月
定
例
会
が
13
日
間
の
会
期
で
開

か
れ
ま
し
た
。
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

1
件
、
農
業
委
員
の
任
命
14
件
、
工
事

請
負
契
約
4
件
、
条
例
の
一
部
改
正
5

件
、
事
務
の
委
託
の
廃
止
１
件
、
補
正

予
算
4
件
、
工
事
委
託
の
協
定
締
結
1

件
を
含
む
30
議
案
が
提
案
さ
れ
、
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
陳
情

3
件
を
採
択
し
、
議
員
発
議
は
3
件
と

も
可
決
し
ま
し
た
。

八頭町公共下水道郡家浄化センター
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◇
議
案
第
86
号
（
可
決
）

八
頭
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　

内
閣
府
令
の
公
布
等
に
伴
い
、
児
童

虐
待
防
止
を
図
る
観
点
か
ら
懲
戒
権
の

濫
用
禁
止
規
定
を
削
除
す
る
等
の
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の

◇
議
案
第
87
号
（
可
決
）

八
頭
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正

　

厚
生
労
働
省
令
の
公
布
等
に
伴
い
、

児
童
虐
待
防
止
を
図
る
観
点
か
ら
懲
戒

権
の
濫
用
禁
止
規
定
を
削
除
す
る
等
の

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

◇
議
案
第
88
号
（
可
決
）

八
頭
町
農
業
用
施
設
等
条
例
の
一
部
改
正

　

八
東
水
稲
育
苗
施
設
の
払
下
げ
を
行

う
前
段
の
手
続
き
と
し
て
、
行
政
財
産

か
ら
普
通
財
産
に
変
更
す
る
も
の

賛
成
討
論　

栄
田　

秀
之 

議
員

　

昭
和
55
年
に
建
設
さ
れ
、
か
な
り
の

年
月
が
経
過
し
て
い
る
老
朽
化
施
設
で

景
観
上
も
良
く
な
い
。
一
部
の
ガ
ラ
ス

も
破
損
し
危
険
だ
。
集
落
か
ら
「
安
全

確
保
適
正
措
置
等
の
早
急
な
対
応
を
求

め
る
要
望
書
」
が
提
出
さ
れ
、
適
正
な

対
処
を
行
う
も
の
で
あ
り
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論　

川
西　
　

聡 

議
員

　

長
い
間
、
施
設
の
危
険
度
が
気
に
な

り
、
担
当
課
に
何
回
も
言
っ
て
き
た
。

そ
の
過
程
で
言
葉
を
荒
げ
た
こ
と
も
あ

る
が
反
省
し
て
い
る
。
関
係
者
の
努
力

で
こ
こ
ま
で
漕
ぎ
つ
け
た
こ
と
に
敬
意

を
表
し
、
一
日
も
早
い
解
決
を
願
っ
て

賛
成
討
論
と
す
る
。

◇
議
案
第
90
号
（
可
決
）

令
和
5
年
度
八
頭
町
簡
易
水
道
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
変
更
は
な

く
、
予
備
費
で
調
整
。

◇
議
案
第
91
号
（
可
決
）

令
和
5
年
度
八
頭
町
公
共
下
水
道
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
変
更
は
な

く
、
予
備
費
で
調
整
。

◇
議
案
第
92
号
（
可
決
）

令
和
5
年
度
八
頭
町
農
業
集
落
排
水
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
変
更
は
な

く
、
予
備
費
で
調
整
。

◇
議
案
第
93
号
（
可
決
）

郡
家
東
小
学
校
長
寿
命
化
改
修
（
建
築
）

工
事
請
負
契
約
の
締
結

〇
契
約
金
額�

６
億
５
，
９
６
７
万
円

〇
契
約
の
相
手

　

こ
お
げ
建
設
・
山
陰
建
設
・
郡
家

　

重
機
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

　
　

代
表
者　

こ
お
げ
建
設
株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役　

山
根　

敏
樹

工
期　

令
和
５
年
６
月
21
日
か
ら

�

令
和
６
年
７
月
31
日
ま
で

◇
議
案
第
94
号
（
可
決
）

郡
家
東
小
学
校
長
寿
命
化
改
修
（
機
械

設
備
）
工
事
請
負
契
約
の
締
結

〇
契
約
金
額

�

９
，２
０
７
万
８
千
８
百
円

〇
契
約
の
相
手

　

西
日
本
環
境
・
松
田
組
・
竹
内
組

　

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

　
　

代
表
者　

西
日
本
環
境
設
備
株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役　

荒
川　

恵

工
期　

令
和
５
年
６
月
21
日
か
ら

�

令
和
６
年
７
月
31
日
ま
で

反
対
討
論　

森　

亜
紀
子 

議
員

　

郡
家
東
小
学
校
の
長
寿
命
化
工
事
に

反
対
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
入
札
者

は
４
共
同
企
業
体
で
あ
っ
た
。
う
ち
３

企
業
体
が
最
低
制
限
価
格
の
金
額
。
こ

の
入
札
で
３
企
業
体
が
同
じ
価
格
に
違

和
感
が
あ
り
反
対
と
す
る
。

反
対
討
論　

小
原　

徹
也 

議
員

　

反
対
理
由
は
、
最
低
制
限
価
格
が
公

表
さ
れ
て
い
な
い
中
、
３
企
業
体
が
同

じ
金
額
の
入
札
だ
っ
た
。
制
限
価
格
を

下
回
っ
て
も
十
分
利
益
が
出
る
と
の
判

断
か
。
精
査
し
圧
縮
で
き
る
べ
き
は
圧

縮
す
る
こ
と
が
住
民
の
皆
様
の
思
い
で

は
な
い
か
。

賛
成
討
論　

川
西
美
恵
子 

議
員

　

適
正
な
工
事
を
執
行
す
る
に
は
、
最

低
制
限
価
格
の
設
定
は
望
ま
し
い
。
入

札
結
果
が
同
額
の
企
業
体
が
多
か
っ
た

の
で
、
疑
義
が
生
じ
る
と
い
う
発
言
が

あ
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
体
で
企

業
努
力
に
よ
り
積
算
し
た
結
果
が
同
額

で
あ
っ
た
と
判
断
し
賛
成
す
る
。

◇
議
案
第
95
号
（
可
決
）

郡
家
東
小
学
校
長
寿
命
化
改
修
（
電
気

設
備
）
工
事
請
負
契
約
の
締
結

〇
契
約
金
額�

８
，
４
２
６
万
円

〇
契
約
の
相
手

　

株
式
会
社
と
り
で
ん

　
　

取
締
役
社
長　

高
岡　

繁

工
期　

令
和
５
年
６
月
21
日
か
ら

�

令
和
６
年
７
月
31
日
ま
で
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反
対
討
論　

小
原　

徹
也 

議
員

　

地
元
業
者
に
関
わ
っ
て
頂
き
た
い
。

現
場
で
は
町
内
電
気
業
者
の
方
が
携
わ

り
成
り
立
っ
て
い
る
。
し
か
し
町
内
営

業
所
を
有
す
る
企
業
は
１
社
で
あ
り
、

落
札
者
は
町
外
業
者
。
制
度
よ
り
、
そ

う
い
う
思
い
で
疑
問
が
あ
り
反
対
す

る
。

反
対
討
論　

森　

亜
紀
子 

議
員

　

こ
う
し
た
大
き
な
工
事
に
よ
っ
て
、

多
少
で
も
地
元
の
業
者
に
仕
事
が
入
る

と
か
、
潤
う
仕
組
み
づ
く
り
が
今
後
必

要
に
な
っ
て
く
る
。
地
元
企
業
や
業
者

の
育
成
も
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
と
考
え

反
対
と
す
る
。

　

発　

議

◇
発
議
7
号
（
可
決
）

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出

　

地
方
公
共
団
体
に
は
急
激
な
少
子
・

高
齢
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
、
物
価
高
騰
対

策
な
ど
極
め
て
多
岐
に
わ
た
る
役
割
が

求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
現
実
に
地
域
公

共
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
人
員
は
不
足
し
て

い
る
。

　

行
政
需
要
に
十
分
対
応
出
来
る
よ
う

な
地
方
財
政
の
確
立
を
目
指
す
よ
う
政

府
に
求
め
る
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の

◇
発
議
8
号
（
可
決
）

保
育
所
等
保
育
施
設
の
職
員
配
置
基
準

改
善
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

　

保
育
所
で
発
生
す
る
重
大
な
事
故

は
、
保
育
士
や
事
務
職
員
等
の
人
員
不

足
が
大
き
な
原
因
に
な
っ
て
い
る
た

め
、
保
育
士
の
保
育
施
設
配
置
基
準
を

先
進
国
並
み
に
改
善
す
る
よ
う
国
に
求

め
る
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の

◇
発
議
9
号
（
可
決
）

少
人
数
学
級
・
教
職
員
定
数
の
改
善
に

係
る
意
見
書
の
提
出

　

学
校
現
場
で
は
、
教
職
員
の
長
時
間

労
働
や
未
配
置
な
ど
で
子
ど
も
た
ち
の

ゆ
た
か
な
学
び
を
保
障
す
る
た
め
の
教

材
研
究
や
授
業
準
備
が
困
難
な
状
況
に

な
っ
て
お
り
、
加
配
教
員
の
増
員
や
少

数
職
種
の
配
置
増
な
ど
教
職
員
の
定
数

改
善
を
国
及
び
政
府
に
求
め
る
意
見
書

を
提
出
す
る
も
の

◇
議
案
第
89
号
（
可
決
）

令
和
５
年
度
八
頭
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1

億
２
，
３
８
１
万
３
千
円
を
追
加
す
る

も
の

（
主
な
歳
出
）

〇�

住
民
税
均
等
割
世
帯
価
格
高
騰
緊
急

支
援
給
付
金
事
業

�

１
，
３
１
４
万
円

〇
低
所
得
世
帯
光
熱
費
助
成
事
業

�

４
２
４
万
３
千
円

〇
畜
産
経
営
緊
急
救
済
事
業

�

５
８
７
万
５
千
円

�

ほ
か

反
対
討
論　

森　

亜
紀
子 

議
員

　

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
創
生
事
業
の
自

動
運
転
バ
ス
、
八
頭
町
で
踏
切
を
渡
ら

な
い
コ
ー
ス
の
実
証
実
験
に
疑
問
。
乗

客
の
立
場
に
な
り
通
院
や
乗
り
換
え
に

合
わ
せ
早
く
目
的
地
に
着
く
こ
と
が
大

切
。
ふ
る
里
の
森
の
床
の
改
修
に
も
調

査
が
必
要
と
考
え
反
対
。

賛
成
討
論　

川
西
美
恵
子 

議
員

　

自
動
運
転
バ
ス
等
を
導
入
し
て
い
か

な
い
と
、
中
山
間
地
域
で
は
人
が
動
け

な
い
、
物
流
も
な
く
な
る
状
況
と
な

る
。
自
動
運
転
バ
ス
の
実
証
実
験
に
賛

成
。
ま
た
、
ふ
る
里
の
森
は
観
光
振
興

に
と
っ
て
重
要
な
施
設
で
あ
り
、
老
朽

化
し
て
い
る
部
分
は
改
善
す
べ
き
で
あ

る
。

反
対
討
論　

小
原　

徹
也 

議
員

　

指
定
管
理
者
が
新
聞
報
道
で
騒
が
れ

た
件
も
あ
っ
た
。
公
金
を
た
く
さ
ん
使

い
毎
年
の
よ
う
に
修
繕
さ
れ
て
い
る
。

果
た
し
て
ど
う
な
の
か
。
一
度
立
ち
止

ま
っ
て
精
査
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
補
正
予
算
に
反
対
す

る
。

郡家東小学校
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令
和
５
年

第
４
回
臨
時
会

４
月
28
日

◇
議
案
第
59
号
（
可
決
）

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

（
八
頭
町
税
条
例
の
一
部
改
正
）

　

個
人
住
民
税
で
、
令
和
6
年
度
か
ら

導
入
さ
れ
る
「
森
林
環
境
税
」
に
伴
う

賦
課
徴
収
方
法
の
改
正
な
ど
を
行
っ
た

も
の

◇
議
案
第
60
号
（
可
決
）

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

（
八
頭
町
国
民
健
康
保
険
税
の
一
部
改
正
）

　

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
の
課

税
限
度
が
22
万
円
（
現
行
20
万
円
）
に
、

軽
減
判
定
所
得
の
算
定
で
5
割
軽
減
の

場
合
は
29
万
円
（
現
行
28
万
5
千
円
）

に
、
2
割
軽
減
の
場
合
は
、
53
万
5
千

円
（
現
行
52
万
円
）
に
引
き
上
げ
ら
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
改
正
を
行
っ
た
も
の

◇
議
案
第
61
号
（
同
意
）

教
育
長
の
任
命�

（
敬
称
略
）

　

薮
田　

邦
彦

◇
議
案
第
62
号
（
同
意
）

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命�

（
敬
称
略
）

　

大
上　

澄
恵

郡家ふれあいドーム

◇
議
案
第
63
号
（
可
決
）

令
和
5
年
度
八
頭
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
1
号
）

　

一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１

億
３
，
２
３
５
万
４
千
円
を
追
加
す
る

も
の

（
主
な
歳
出
）

〇
低
所
得
世
帯
光
熱
費
助
成
事
業

�

４
２
０
万
円

〇�

電
気
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰

緊
急
支
援
給
付
金
事
業

�

５
，
３
３
０
万
円

〇�
郡
家
ふ
れ
あ
い
ド
ー
ム
の
人
工
芝
改

修
費

�

１
，
２
７
０
万
円

�

ほ
か

令
和
５
年

第
５
回
臨
時
会

５
月
29
日

◇
議
案
第
64
号
（
可
決
）

皆
原
橋
補
修
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

〇
契
約
金
額

�

６
，２
３
０
万
９
千
５
百
円

�

（
４
１
１
万
９
千
５
百
円
増
）

〇
契
約
の
相
手

　

株
式
会
社
竹
内
組

　
　

代
表
取
締
役　

竹
内　

秀
彦

工
期　

令
和
４
年
12
月
20
日
か
ら

�

令
和
５
年
７
月
31
日
ま
で皆原橋

更新されるマイクロバス

◇
議
案
第
65
号
（
可
決
）

備
品
購
入
契
約
の
締
結
（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
）

〇
契
約
金
額�

１
，
０
３
４
万
円

〇
契
約
の
相
手

　

�

鳥
取
い
な
ば
農
業
協
同
組
合

　

�

Ｊ
Ａ
鳥
取
い
な
ば
八
東
自
動
車
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　

セ
ン
タ
ー
長　

竹
内　

和
久

履
行
期
間　

令
和
５
年
５
月
29
日
か
ら

�

令
和
６
年
３
月
25
日
ま
で
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　八頭町では町が資本金・基本金等を 4 分の 1 以上出資している法人の経営状況を議会に報告
することが条例で定められています。6 月定例会で決算報告がありました。

八東地域振興株式会社

一般財団法人八頭町農業公社 八頭土地開発公社

　昨年度と同様に「フルーツ」「音楽」「鉄道」「バイク」
の４本を柱に事業展開をしました。昨年度は、今までのフ
ルーツ以外に野菜やきのこを中心に出荷人数・出荷量も増
え、地元の農作物の販売に寄与できたと感じています。県外からも集客ができ、鉄道グッズやバ
イク関連品の売り上げも好調で全体の売り上げは前年度比 120％増でしたが、電気代や資材の高
騰等に対応が追い付かず、悔しい思いをしました。今後は、経費の見直しも含め、健全経営を目
指します。

　農地の管理が困難な方とエリアを分けて大規模農家への農
地の集積化を年々進めている他、八頭米ブランドを推し進め、
関西圏中心の販売で、昨年より単価が上昇しました。今後も
農地の管理、果樹振興や就農の相談に尽力してまいります。

関連団体の経営報告

八頭町 1,000万円出資（62.5％）

八頭町 2,000万円出資（100％） 八頭町 500万円出資（100％）

事業活動収入　　　 ６９，０７９，９８８円
事業活動支出　　　 ７０，６５３，５２４円
当期収支決算額 　  △１，５７３，５３６円

事業活動収入　　　 １７，３２３，５２６円
事業活動支出　　 　１７，２４７，７８２円
当期収支決算額 　　　　　　７５，７４４円

事業活動収入� ４６３円
事業活動支出� ７３，２００円
当期収支決算額 
� △７２，７３７円

　令和４年度は該当事業なし

若桜鉄道株式会社

　輸送人員は定期券購入者と冬期間のスキー客利用が増加
し、前年比 126％増の 475,170 人でした。加えて京都鉄道
博物館での隼ラッピング車両の展示など各種イベントでの
グッズ販売収益も好調で、４年ぶりの黒字決算でした。鉄
道ファンなどターゲットニーズに合わせた営業・物販での
売り上げ増加を狙いながら、観光化にも力を入れ、地域住
民の皆様にご利用いただけるよう努力してまいります。

八頭町 3,265万円出資（32.7％）

事業活動収入　　 ３２４，２８４，２９３円
事業活動支出　 　３２３，５４０，８７１円
当期収支決算額 　　　　　７４３，４２２円

89 八頭町議会だより　第74号 令和5年8月



新体制
� スタート

 議会構成決定
　八頭町議会議員任期４年の内、各常任委員会の所属は２年と定
められています。４月 27 日に臨時会を開催し、各議員の所属替え
を行いました。
　また、前田幸己議長の辞任に伴う議長選挙が行われ尾島勲議員
が新議長に選ばれました。

 議長就任あいさつ
　令和５年４月 28 日に開催された八頭町議会臨時会において、第７代八頭町議
会議長に選出された尾島勲です。
　コロナ禍やデジタル化など、目まぐるしく変化する町内状況下において議会の
果たす役割は今後ますます重要かつ高度化していくと考えます。
　議長に就任することは手段であって目的ではない。また、現状維持は後退を示
すものだとの認識のもと、建設的に議会運営に取り組み、住み良いまちづくりに
尽力していきます。

議 長 尾
お

 島
しま

　 勲
いさお

 

新しい議会の構成

総
務
教
育
常
任
委
員
会

委 員 長 川西美恵子 　出納室、税務課、総務
課、選挙管理委員会、企
画課、男女共同参画セン
ター、議会事務局、監査
委員、人権推進課、教育
委員会に関する事務の調
査や請願・陳情などの審
査を担当します。

産
業
福
祉
常
任
委
員
会

委 員 長 栄田　秀之 　町民課、福祉課、保健課、
産業観光課、農業委員会、
建設課、地籍調査課、上
下水道課に関する事務の
調査や請願・陳情などの
審査を担当します。

副委員長 灘口　茂郎 副委員長 矢部　啓祐
委　　員 森　亜紀子 委　　員 中村　美鈴
委　　員 山根張太郎 委　　員 前田　幸己
委　　員 小原　徹也 委　　員 岡嶋　正広
委　　員 緒方　陽紀 委　　員 川西　　聡
委　　員 尾島　　勲 委　　員 奥田のぶよ

議
会
広
報
常
任
委
員
会

委 員 長 緒方　陽紀 　年４回発行する議会だ
よりの作成等、議会広報
に属する事項を担当しま
す。

議
会
運
営
委
員
会

委 員 長 山根張太郎 　議会運営に関すること、
議会規則、委員会条例に
関すること、議長からの
諮問に関することを担当
します。

副委員長 森　亜紀子 副委員長 川西　　聡
委　　員 前田　幸己 委　　員 前田　幸己
委　　員 矢部　啓祐 委　　員 栄田　秀之
委　　員 灘口　茂郎 委　　員 川西美恵子
委　　員 川西　　聡 委　　員 緒方　陽紀

委　　員 奥田のぶよ

産業福祉常任委員会総務教育常任委員会
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議 案 等 議 決 結 果議 案 等 議 決 結 果
（第４、５回臨時会・第６回定例会）（第４、５回臨時会・第６回定例会）

議案等
番　号

議　席　番　号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
結
　
　
果

件　　　　　名

森
　
亜
紀
子

山
根
張
太
郎

中
村
　
美
鈴

尾
島
　
　
勲

矢
部
　
啓
祐

灘
口
　
茂
郎

岡
嶋
　
正
広

栄
田
　
秀
之

川
西
　
　
聡

小
原
　
徹
也

川
西
美
恵
子

緒
方
　
陽
紀

奥
田
の
ぶ
よ

　第４回臨時会

59
専決処分の承認を求めること

（八頭町税条例の一部改正）
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 承認

60
専決処分の承認を求めること

（八頭町国民健康保険税条例の一部改正）
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 承認

61 教育長の任命につき同意を求めること 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 同意

62 教育委員会委員の任命につき同意を求めること 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 同意

63 令和５年度八頭町一般会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

議案等
番　号

議　席　番　号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
結
　
　
果

件　　　　　名

森
　
亜
紀
子

山
根
張
太
郎

中
村
　
美
鈴

前
田
　
幸
己

矢
部
　
啓
祐

灘
口
　
茂
郎

岡
嶋
　
正
広

栄
田
　
秀
之

川
西
　
　
聡

小
原
　
徹
也

川
西
美
恵
子

緒
方
　
陽
紀

奥
田
の
ぶ
よ

　第５回臨時会

64 皆原橋補修工事請負変更契約の締結 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

65 備品購入契約の締結（マイクロバス） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

　第６回定例会

66 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 同意

67～80 農業委員の任命につき同意を求めること 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 同意

81 町営住宅東郡家団地改修工事（その３）請負契約の締結 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

82
八頭町公共下水道郡家浄化センター曝気機更新工事
委託に関する協定の締結

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

83
鳥取市と八頭町との一般廃棄物の焼却等に関する事
務の委託の廃止

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

84 早期退職希望者の募集及び認定に関する条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

85 八頭町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

86
八頭町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
の運営に関する基準を定める条例の一部改正

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

87
八頭町家庭的保育事業等の設備運営に関する基準を
定める条例の一部改正

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

88 八頭町農業用施設等条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

89 令和５年度八頭町一般会計補正予算（第２号） × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 可決

賛成「○」、反対「×」で記載。採決は、議長を除く13人で行う。
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議案等
番　号

議　席　番　号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
結
　
　
果

件　　　　　名

森
　
亜
紀
子

山
根
張
太
郎

中
村
　
美
鈴

前
田
　
幸
己

矢
部
　
啓
祐

灘
口
　
茂
郎

岡
嶋
　
正
広

栄
田
　
秀
之

川
西
　
　
聡

小
原
　
徹
也

川
西
美
恵
子

緒
方
　
陽
紀

奥
田
の
ぶ
よ

90
令和５年度八頭町簡易水道特別会計補正予算（第１
号）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

91
令和５年度八頭町公共下水道特別会計補正予算（第
１号）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

92
令和５年度八頭町農業集落排水特別会計補正予算 

（第１号）
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

93
郡家東小学校長寿命化改修（建築）工事請負契約の
締結

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

94
郡家東小学校長寿命化改修（機械設備）工事請負契
約の締結

× 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 可決

95
郡家東小学校大規模改修（電気設備）工事請負契約
の締結

× 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 可決

陳情８ 地方財政の充実・強化を求める陳情 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 採択

陳情９
ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるため
の、2024年度政府予算に係る意見書採択の陳情

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 採択

陳情10
保育所等保育所施設の職員配置基準改善を求める陳
情

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 採択

発議７ 地方財政の充実・強化を求める意見書 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 可決

発議８
保育所等保育所施設の職員配置基準改善を求める意
見書

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

発議９ 少人数学級・教職員定数の改善に係る意見書 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

件　　　　　　　　　名 提　　出　　者 結　果 理　　　由

地方財政の充実・強化を求める陳
情

自治労鳥取県本部
執行委員長　山口　一樹　
ほか１名

採択 陳情の趣旨を認めた。

保育所等保育施設の職員配置基準
改善を求める陳情

自治労鳥取県本部
執行委員長　山口　一樹
ほか１名

採択 陳情の趣旨を認めた。

ゆたかな学びの実現・教職員定数
改善をはかるための2024年度政府
予算に係る意見書採択の陳情

鳥取県教職員組合
東部支部長　常藤　充博
ほか１名

採択 陳情の趣旨を認めた。

※�　インボイス制度を考えるフリーランスの会　代表 阿部 伸から提出のあった「国に対し、適格請求書等
保存方式（インボイス制度）の延期・見直しを求める陳情書」は、県外からのものであり議会の申合せ
により資料配付とした。
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◎�

八
頭
町
議
会
本
会
議
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
配
信
さ
れ
ま
す

　

現
在
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
本
会

議
中
継
と
、
一
般
質
問
の
再
放
送
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
仕
事
で
視
聴

で
き
な
い
な
ど
の
声
も
あ
り
、
よ
り

多
く
の
方
へ
情
報
を
届
け
る
為
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
を
検
討
し
て
き

ま
し
た
。

　

６
月
定
例
会
か
ら
、
八
頭
町
議
会

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
開

設
し
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
視
聴
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
是
非
ア
ク

セ
ス
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
八
頭
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
状
況
を
踏
ま
え
て
議
会
で
は

令
和
４
年
６
月
に
八
頭
町
公
共
施
設

等
調
査
特
別
委
員
会
を
設
け
て
公
共

施
設
の
適
正
配
置
（
集
約
化
、
複
合

化
、
廃
止
、
用
途
転
用
）
等
の
あ
り

方
を
見
直
し
し
て
い
ま
す
。
ま
た
施

設
の
利
用
率
の
向
上
、
効
率
化
、
有

効
活
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま

す
。

　

６
月
定
例
会
で
は
、
昭
和
55
年
度

に
建
設
さ
れ
古
く
な
り
使
わ
れ
て
い

な
い
八
東
水
稲
育
苗
施
設
を
、
公
募

に
よ
る
払
下
げ
手
続
き
の
た
め
行
政

財
産
か
ら
普
通
財
産
に
変
更
し
ま
し

た
。

議
会
改
革
推
進
調
査
特
別
委
員
会

議
会
改
革
推
進
調
査
特
別
委
員
会

八
頭
町
公
共
施
設
等
調
査
特
別
委
員
会

八
頭
町
公
共
施
設
等
調
査
特
別
委
員
会

令和４年度議会報告会（身体障害者福祉協会）

八東水稲育苗施設

◎�

議
会
報
告
会
で
の
意
見
が
予
算
化

さ
れ
ま
し
た

　

令
和
４
年
度
に
開
催
し
ま
し
た
議

会
報
告
会
・
意
見
交
換
会
で
会
場
か

ら
い
た
だ
い
た
、
ご
意
見
を
町
へ
要

望
し
、
補
正
予
算
化
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
も
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見

を
反
映
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

※�

身
体
障
害
者
福
祉
協
会
か
ら
の
ご

意
見

　

体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
の
檀
上
に
上

が
る
際
、
階
段
に
苦
労
し
て
い
る
。

手
す
り
を
付
け
て
欲
し
い
。

〇�

八
東
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
遠
見
山

ア
リ
ー
ナ
ス
テ
ー
ジ
横
に
手
す
り

が
設
置
さ
れ
ま
す
。

※�

身
体
障
害
者
福
祉
協
会
か
ら
の
ご

意
見

　

八
東
運
動
公
園
の
管
理
棟
の
女
子

ト
イ
レ
に
は
、
和
式
が
一
つ
し
か
な

く
不
便
だ
。

〇�

八
東
運
動
公
園
屋
内
多
目
的
運
動

場
の
女
子
ト
イ
レ
が
洋
式
化
さ
れ

ま
す
。

経
過
報
告

　

本
町
は
、
現
在
２
７
７
施
設
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
う
ち
築
30
年
以
上
経

過
し
て
い
る
施
設
は
約
45
％
を
占
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
高
度

成
長
期
に
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
時
期
に
建
設
さ
れ
た
公
共
施
設
が

老
朽
化
し
維
持
管
理
費
が
地
方
自
治

体
の
重
荷
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
時
代
を
迎
え
公
共
施
設

の
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
増
大
は
避
け

ら
れ
ま
せ
ん
。
急
激
な
人
口
減
少
に

よ
り
、
平
成
17
年
の
合
併
時
に
は

２
０
，０
０
０
人
で
あ
っ
た
人
口
は
、

現
在
で
は
１
６
，０
０
０
人
弱
、
７
年

後
の
令
和
12
年
に
は
１
２
，８
８
１

人
の
推
計
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

社
会
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
伴
っ
て
施
設
に
対
し

て
求
め
ら
れ
る
も
の
も
変
化
し
て
い

ま
す
。

　

施
設
整
理
の
先
送
り
は
、
子
や
孫

の
世
代
に
つ
け
を
回
す
こ
と
に
な
る

だ
け
に
早
急
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
公
共
施
設
等
の
最
適
な
配

置
を
実
現
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
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　議員が行政全般にわたり、町長などの執行機関に対し、事務の執行状況や将来に対する方針な
どについて質問したり、報告、説明を求めたりすることをいいます。
　議員１人あたりの質問時間は30分です（執行部側の答弁は時間に含まれません）。
　掲載している内容は、質問者自身が要約し、広報委員会が校正したものです。議事録は、議会
ホームページのほか、議会事務局、各庁舎、図書館でもご覧いただけます。

一般質問とは

質問者 質問事項 頁

奥田のぶよ 本町の健康づくり計画 14

矢部　啓祐
八東総合運動公園の今後の在り方

15
隼 Lab. の今後の展開

岡嶋　正広
森林経営管理計画

16
トスクふなおか店のその後の対応策は

小原　徹也 税金の使途及び支出されたものに対してのチェック 17

前田　幸己
林業の振興

18
農地保全

中村　美鈴 地域共生社会 19

川西美恵子
デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）の取り組み

20
子育てに優しいまちづくり

川西　　聡
国保税算定における「子どもに対する均等割」

21
ひとり親家庭への支援策の充実

灘口　茂郎 一般質問のその後 22

山根張太郎 本町の医療環境の改善 23

森　亜紀子
個人情報保護

24
観光振興

栄田　秀之
小さな農業はどこへ行くのか

25
交通安全運動と自転車用ヘルメット着用

ここが聞きたい
一  般  質  問

12人が
一般質問
しました。
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質
問

　
「
健
康
や
ず
21
」
の
健
康
づ
く
り
計
画

の
第
３
次
が
令
和
５
年
度
に
策
定
さ
れ

る
。
健
康
増
進
事
業
に
つ
い
て
問
う
。

①
町
内
医
療
機
関
が
減
少
し
て
い
る
現

状
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

②
公
設
民
営
の
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
の
進
捗

状
況
は
。

③
心
の
健
康
対
策
は
。

④
成
人
の
喫
煙
率
を
減
ら
す
対
策
は
。

⑤
緑
内
障
検
診
を
本
町
の
独
自
事
業
と

し
て
実
施
し
て
は
。

⑥
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
や
健
康
手
帳
等

の
ア
プ
リ
導
入
を
考
え
て
は
。

⑦
減
塩
メ
ニ
ュ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催

や
健
康
づ
く
り
事
業
と
特
産
品
を
掛
け

合
わ
す
よ
う
な
事
業
を
実
施
し
て
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
町
内
の
医
療
機
関
は
減
っ
た
が
、
今

年
度
想
定
し
て
い
る
受
診
者
数
を
受
入

れ
可
能
な
体
制
に
し
て
い
る
。

②
「
健
康
や
ず
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
は
年
代
や
性
別
に
よ
り
運
動
の
実
態

関
す
る
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
健
康
づ
く

り
へ
の
取
組
は
今
後
必
要
に
な
っ
て
く

る
。

⑦
減
塩
メ
ニ
ュ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催

は
考
え
て
い
な
い
が
、
特
産
品
を
活
用

し
た
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
を
行
っ
て
い

く
。

質
問

　

医
療
法
の
改
正
で
は
、
か
か
り
つ
け

医
を
持
つ
よ
う
に
と
あ
る
。
身
近
な
と

こ
ろ
で
相
談
で
き
る
、
か
か
り
つ
け
医

を
考
え
た
時
に
、
今
の
医
療
機
関
で
十

分
だ
と
言
え
る
の
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

か
か
り
つ
け
医
は
身
近
な
先
生
に
お

世
話
に
な
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
十
分
で

は
な
い
と
思
う
。

質
問

　

鳥
取
市
内
の
個
人
病
院
に
通
っ
た
場

合
、
医
療
費
の
領
収
書
等
、
タ
ク
シ
ー

の
領
収
書
を
提
示
す
れ
ば
償
還
払
い
で

運
賃
を
支
払
う
よ
う
に
な
ら
な
い
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

今
現
在
は
考
え
て
い
な
い
。
市
内
に

か
か
り
つ
け
医
が
あ
る
人
が
す
べ
て
タ

ク
シ
ー
を
往
復
利
用
は
し
て
い
な
い
。

健康づくり計画

緑
内
障
検
診
を
独
自

事
業
と
し
て
実
施
し
て
は

町
長
／
他
の
市
町
の
動
向
を

　

踏
ま
え
つ
つ
研
究
し
た
い

や
施
設
整
備
へ
の
意
向
の
差
が
あ
る
。

60
代
、
70
代
で
は
施
設
整
備
に
必
要
な

し
の
回
答
が
多
か
っ
た
。

　

結
果
を
踏
ま
え
、
健
康
増
進
、
筋
力

維
持
の
観
点
で
の
運
動
器
具
を
活
用
し

た
教
室
の
開
催
を
考
え
る
。

③
唾
液
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を

「
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康
相
談
」
で
再

開
し
、
保
健
師
が
個
別
の
相
談
対
応
を

し
て
い
る
。

　

睡
眠
の
質
に
合
わ
せ
時
間
の
重
要
性

に
つ
い
て
も
周
知
、
啓
発
が
行
わ
れ
る

よ
う
検
討
し
て
い
く
。

④
健
康
講
座
の
開
催
や
受
動
喫
煙
防
止

の
呼
び
か
け
、
世
界
禁
煙
デ
ー
に
合
わ

せ
た
八
頭
町
禁
煙
デ
ー
と
し
て
啓
発
を

行
っ
て
い
る
。

⑤
国
保
の
被
保
険
者
の
人
間
ド
ッ
ク
の

検
査
項
目
に
お
い
て
眼
底
検
査
を
年
間

３
０
０
人
程
度
の
方
が
受
診
し
て
い

る
。
他
の
町
村
の
動
向
を
踏
ま
え
つ
つ

研
究
し
て
い
き
た
い
。

⑥
ア
プ
リ
で
は
な
い
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
利
用
し
て
自
分
の
健
康
に

質
問

　

八
東
保
健
セ
ン
タ
ー
温
泉
プ
ー
ル
は

機
能
訓
練
用
で
一
般
の
温
水
プ
ー
ル
と

は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
船
岡
の
隼

プ
ー
ル
の
と
こ
ろ
に
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
を

置
い
て
、
隼
プ
ー
ル
を
屋
内
プ
ー
ル
に

し
、
一
年
中
使
え
る
よ
う
に
し
て
は
と

考
え
る
が
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

隼
プ
ー
ル
は
老
朽
化
し
て
い
る
。
長

期
的
な
視
点
で
見
る
必
要
が
あ
る
。

質
問

　

メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
や
減
塩
メ
ニ
ュ
ー

コ
ン
テ
ス
ト
を
、
マ
ル
シ
ェ
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
実
施
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

マ
ル
シ
ェ
で
特
産
品
を
加
工
し
た
も

の
が
で
き
れ
ば
一
番
い
い
が
、
タ
イ
ミ

ン
グ
が
あ
え
ば
考
え
た
い
。

八東保健センター温水プール

質
問

①
八
東
総
合
運
動
公
園
全
体
の
現
状

は
。

②
遊
具
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
改
修
工
事

の
実
施
の
考
え
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

①
運
動
施
設
、
公
園
部
分
も
年
間
を
通

じ
て
多
く
の
方
々
に
利
用
さ
れ
て
い

る
。

②
中
で
も
木
製
遊
具
は
経
年
劣
化
が
著

し
く
、
部
分
的
な
修
繕
で
対
応
し
て
い

る
が
、
根
本
的
な
改
修
工
事
を
検
討
す

る
時
期
に
来
て
い
る
。

答
弁
　
薮
田
教
育
長

②
近
年
、
遊
具
の
劣
化
が
多
い
。
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
と
更
新
を
併
せ
て
考
え
て

い
く
時
期
に
来
て
い
る
。

質
問

　
琴
浦
町
の
赤
碕
ふ
れ
あ
い
広
場
は
今

年
の
4
月
に
約
1
億
６
，０
０
０
万
円
か

八東総合運動公園

遊
具
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
実
施

の
考
え
は

町
長
／
こ
れ
か
ら
研
究
し
た
い

教
育
長
／
考
え
て
い
く
時
期
に
来
て
い
る

け
て
遊
具
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
決
断
、

実
施
さ
れ
た
が
財
源
と
実
施
時
期
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
有
利
な
財
源
を
確
保
す
る
の
も
私
共

の
仕
事
だ
が
、
こ
れ
か
ら
時
間
を
い
た

だ
き
研
究
し
た
い
。

答
弁
　
薮
田
教
育
長

　
同
規
模
の
も
の
で
約
1
億
円
の
見
積

り
が
出
て
い
る
。
そ
こ
ま
で
費
用
を
か

け
て
実
施
す
る
か
ど
う
か
も
決
断
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

矢部　啓祐 議員

質
問

①
隼
ラ
ボ
の
オ
フ
ィ
ス
ブ
ー
ス
は
空
室

が
続
く
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
現

状
を
考
慮
し
た
上
で
、
今
後
の
目
指
す

べ
き
姿
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

②
そ
の
目
指
す
べ
き
姿
に
向
か
っ
て
い

く
た
め
に
何
が
必
要
で
、
ど
の
よ
う
な

戦
略
を
考
え
る
か
。

答
弁
　
吉
田
町
長

①
入
居
率
は
高
い
方
が
良
い
が
、
入
居

企
業
は
隼
ラ
ボ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
沿
っ

た
企
業
で
な
い
と
な
ら
な
い
。

　
今
後
の
目
指
す
べ
き
姿
と
し
て
「
地

域
の
価
値
を
最
大
化
し
、
新
た
な
産
業

や
人
材
を
生
み
出
し
、
日
本
の
未
来
の

モ
デ
ル
に
な
る
田
舎
を
つ
く
る
」
に
、

ぶ
れ
は
な
い
。

②
プ
ラ
チ
ナ
大
賞
受
賞
や
未
来
の
田
舎

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
の
こ
れ
ま
で
の
取
組

を
ベ
ー
ス
に
将
来
を
見
据
え
た
新
た
な

取
組
が
必
要
で
、
戦
略
と
し
て
は
管
理

会
社
と
目
的
を
共
有
し
、
協
議
し
な
が

ら
行
政
は
側
面
的
な
支
援
を
行
う
。

質
問

　
何
か
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
と
入
居
は
進

ま
な
い
。
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
活

用
や
産
学
官
民
が
連
携
で
き
る
よ
う
な

仕
掛
け
を
し
て
み
て
は
。

　
渋
谷
キ
ュ
ー
ズ
の
取
組
の
事
例
が
あ

る
。
企
業
間
の
相
乗
効
果
を
狙
い
、
企

業
同
士
が
共
同
事
業
、
触
れ
合
う
機
会

を
創
出
し
て
み
て
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
横
の
つ
な
が
り
は
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
を

活
用
し
て
い
き
た
い
。
行
政
と
し
て
側

面
的
な
支
援
を
す
る
が
、
良
い
提
案
を

頂
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
。

隼ラボ

企
業
間
の
共
同
事
業
、

触
れ
合
う
機
会
の
創
出
を

町
長
／
横
の
つ
な
が
り
は

　
　
　
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
を
活
用
す
る

八東総合運動公園
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質
問

①
八
東
総
合
運
動
公
園
全
体
の
現
状

は
。

②
遊
具
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
改
修
工
事

の
実
施
の
考
え
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

①
運
動
施
設
、
公
園
部
分
も
年
間
を
通

じ
て
多
く
の
方
々
に
利
用
さ
れ
て
い

る
。

②
中
で
も
木
製
遊
具
は
経
年
劣
化
が
著

し
く
、
部
分
的
な
修
繕
で
対
応
し
て
い

る
が
、
根
本
的
な
改
修
工
事
を
検
討
す

る
時
期
に
来
て
い
る
。

答
弁
　
薮
田
教
育
長

②
近
年
、
遊
具
の
劣
化
が
多
い
。
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
と
更
新
を
併
せ
て
考
え
て

い
く
時
期
に
来
て
い
る
。

質
問

　
琴
浦
町
の
赤
碕
ふ
れ
あ
い
広
場
は
今

年
の
4
月
に
約
1
億
６
，０
０
０
万
円
か

八東総合運動公園

遊
具
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
実
施

の
考
え
は

町
長
／
こ
れ
か
ら
研
究
し
た
い

教
育
長
／
考
え
て
い
く
時
期
に
来
て
い
る

け
て
遊
具
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
決
断
、

実
施
さ
れ
た
が
財
源
と
実
施
時
期
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
有
利
な
財
源
を
確
保
す
る
の
も
私
共

の
仕
事
だ
が
、
こ
れ
か
ら
時
間
を
い
た

だ
き
研
究
し
た
い
。

答
弁
　
薮
田
教
育
長

　
同
規
模
の
も
の
で
約
1
億
円
の
見
積

り
が
出
て
い
る
。
そ
こ
ま
で
費
用
を
か

け
て
実
施
す
る
か
ど
う
か
も
決
断
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

矢部　啓祐 議員

質
問

①
隼
ラ
ボ
の
オ
フ
ィ
ス
ブ
ー
ス
は
空
室

が
続
く
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
現

状
を
考
慮
し
た
上
で
、
今
後
の
目
指
す

べ
き
姿
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

②
そ
の
目
指
す
べ
き
姿
に
向
か
っ
て
い

く
た
め
に
何
が
必
要
で
、
ど
の
よ
う
な

戦
略
を
考
え
る
か
。

答
弁
　
吉
田
町
長

①
入
居
率
は
高
い
方
が
良
い
が
、
入
居

企
業
は
隼
ラ
ボ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
沿
っ

た
企
業
で
な
い
と
な
ら
な
い
。

　
今
後
の
目
指
す
べ
き
姿
と
し
て
「
地

域
の
価
値
を
最
大
化
し
、
新
た
な
産
業

や
人
材
を
生
み
出
し
、
日
本
の
未
来
の

モ
デ
ル
に
な
る
田
舎
を
つ
く
る
」
に
、

ぶ
れ
は
な
い
。

②
プ
ラ
チ
ナ
大
賞
受
賞
や
未
来
の
田
舎

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
の
こ
れ
ま
で
の
取
組

を
ベ
ー
ス
に
将
来
を
見
据
え
た
新
た
な

取
組
が
必
要
で
、
戦
略
と
し
て
は
管
理

会
社
と
目
的
を
共
有
し
、
協
議
し
な
が

ら
行
政
は
側
面
的
な
支
援
を
行
う
。

質
問

　
何
か
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
と
入
居
は
進

ま
な
い
。
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
活

用
や
産
学
官
民
が
連
携
で
き
る
よ
う
な

仕
掛
け
を
し
て
み
て
は
。

　
渋
谷
キ
ュ
ー
ズ
の
取
組
の
事
例
が
あ

る
。
企
業
間
の
相
乗
効
果
を
狙
い
、
企

業
同
士
が
共
同
事
業
、
触
れ
合
う
機
会

を
創
出
し
て
み
て
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
横
の
つ
な
が
り
は
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
を

活
用
し
て
い
き
た
い
。
行
政
と
し
て
側

面
的
な
支
援
を
す
る
が
、
良
い
提
案
を

頂
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
。

隼ラボ

企
業
間
の
共
同
事
業
、

触
れ
合
う
機
会
の
創
出
を

町
長
／
横
の
つ
な
が
り
は

　
　
　
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
を
活
用
す
る

八東総合運動公園
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質
問

①
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
、
所
得
に
影
響
す
る
給
付
金

や
補
助
金
等
々
を
受
け
た
者
に
、
ど
の

よ
う
な
影
響
が
起
き
た
か
、
分
析
し
て

い
る
か
。

②
指
定
管
理
制
度
に
つ
い
て
、
指
定
管

理
料
を
年
に
数
百
万
円
、
３
年
間
、
公

金
支
出
し
て
い
る
。

　
各
種
報
道
で
は
ふ
る
里
の
森
の
元
指

定
管
理
者
が
書
類
送
検
さ
れ
た
と
い
う

記
事
が
出
た
。
チ
ェ
ッ
ク
体
制
は
十
分

機
能
し
て
い
る
か
。

③
出
る
杭
を
伸
ば
す
事
業
に
つ
い
て
、

本
町
の
事
業
も
国
民
の
税
金
が
財
源
で

あ
り
、
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
聞
く
と
個
人

情
報
保
護
法
が
法
制
化
さ
れ
制
限
が
あ

る
。
で
あ
れ
ば
申
請
事
項
に
報
告
義
務

に
つ
い
て
明
確
化
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考

え
る
が
。

④
納
税
さ
れ
た
税
金
の
住
民
の
疑
問
に

つ
い
て
、
憲
法
の
前
文
に
、「
国
の
政
治

の
在
り
方
を
決
め
る
力
は
、
私
た
ち
国

民
に
あ
る
」
つ
ま
り
国
民
主
権
だ
。

か
。

　
少
な
か
ら
ず
八
頭
町
は
、
住
民
の
生

活
を
第
一
に
政
治
を
行
っ
て
頂
き
た

い
。
町
長
の
社
会
保
障
に
対
す
る
認
識

を
お
聞
き
し
た
い
。

答
弁
　
吉
田
町
長

①
コ
ロ
ナ
対
策
給
付
金
が
、
国
保
税
に

影
響
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い

る
。

②
現
状
で
は
、
自
治
法
ま
た
条
例
に

沿
っ
た
報
告
義
務
の
実
施
及
び
調
査
を

行
っ
て
お
り
、
チ
ェ
ッ
ク
機
能
は
果
た

税金の使われ方

支
出
さ
れ
た
も
の
へ
の

チ
ェ
ッ
ク
は

町
長
／
監
査
委
員
の
チ
ェ
ッ
ク
で

　
　
　
　
機
能
は
果
た
し
て
い
る

　
憲
法
の
条
文
を
本
町
に
置
き
換
え
て

み
れ
ば
、
町
の
税
金
の
使
わ
れ
方
を
決

め
る
の
は
本
町
の
有
権
者
に
あ
り
、
そ

の
判
断
を
す
る
た
め
の
判
断
材
料
が
必

要
だ
。
個
人
情
報
と
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の

判
断
が
曖
昧
に
な
っ
て
い
な
い
か
。

⑤
今
の
日
本
の
現
状
に
つ
い
て
、
国
民

及
び
町
民
の
方
々
は
生
活
に
不
安
が
多

い
の
で
は
な
い
か
。

　
国
会
で
の
与
党
と
野
党
が
論
戦
を
繰

り
広
げ
て
い
る
様
を
見
て
、
ど
ち
ら
が

国
の
社
会
保
障
に
つ
い
て
真
剣
に
議
論

し
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
。
鳥
取
県

を
見
て
も
、
イ
ベ
ン
ト
等
々
の
楽
し
い

こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
と
受
け

取
れ
る
。
生
活
が
第
一
で
あ
る
な
ら
社

会
保
障
を
重
き
に
置
く
こ
と
だ
。
町
長

に
優
先
さ
れ
る
こ
と
は
、
年
金
受
給
者

の
生
活
を
保
障
す
る
こ
と
が
役
目
だ
と

考
え
る
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
問
題
は
、
Ｇ
７
サ

ミ
ッ
ト
で
騒
い
で
も
ニ
ュ
ー
ス
に
も
上

が
ら
な
く
な
り
、
あ
の
騒
ぎ
は
国
会
議

員
の
選
挙
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
の

し
て
い
る
。

③
す
べ
て
の
事
業
者
に
長
期
間
の
報
告

を
課
す
よ
り
、
個
別
対
応
可
能
な
規
定

で
の
対
応
を
考
え
て
い
る
。

④
町
民
の
代
表
で
あ
る
八
頭
町
議
会
の

承
認
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
。
ま
た
、

八
頭
町
の
監
査
委
員
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受

け
て
い
る
。

⑤
住
民
の
生
活
不
安
の
払
拭
は
大
事

だ
。
そ
の
よ
う
な
中
で
社
会
保
障
が
あ

る
と
思
っ
て
い
る
。
住
民
の
生
活
を
大

事
に
町
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
。

議会第１委員会室

小原　徹也 議員
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質
問

①
本
町
の
森
林
経
営
管
理
計
画
の
進
捗

状
況
は
。

②
地
域
の
里
山
都
市
公
園
化
し
、
例
え

ば
乾
墓
地
と
か
船
岡
天
満
宮
な
ど
周
辺

一
帯
を
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て

管
理
し
学
校
教
育
・
社
会
教
育
の
場
、

あ
る
い
は
町
民
の
健
康
増
進
の
為
の
散

策
コ
ー
ス
と
し
て
設
定
し
て
み
て
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

①
令
和
２
年
度
か
ら
意
向
調
査
を
開

始
。
委
託
希
望
者
の
山
林
調
査
を
行
な

い
昨
年
23
・
47
㏊
の
整
備
を
行
な
っ
た
。

②
里
山
の
都
市
公
園
化
は
計
画
し
て
い

な
い
。
都
市
公
園
の
森
林
部
分
は
森
林

環
境
譲
与
税
の
活
用
は
可
能
と
考
え

る
。

答
弁
　
薮
田
教
育
長

②
里
山
を
公
園
化
で
き
れ
ば
色
々
な
活

用
が
考
え
ら
れ
る
。
乾
墓
地
は
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
学
習
す
る
機
会

に
な
る
。
天
満
山
を
散
策
コ
ー
ス
に
す

質
問

　
ト
ス
ク
ふ
な
お
か
店
は
７
月
末
を

も
っ
て
閉
店
と
聞
い
て
い
る
。
そ
の
後

の
対
応
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
Ｊ
Ａ
鳥
取
い
な
ば
農
協
か
ら
地
域
等

と
の
連
携
を
含
め
て
検
討
す
る
と
伺
っ

て
い
る
。

　
当
店
は
建
物
の
傷
み
が
激
し
く
補
修

は
高
額
に
な
る
。
近
隣
に
ス
ー
パ
ー
も
あ

り
継
続
は
困
難
と
判
断
さ
れ
た
も
の
。

　
今
後
の
店
舗
の
利
活
用
に
つ
い
て
は

Ｊ
Ａ
や
商
工
会
等
と
一
緒
に
対
応
策
を

協
議
し
た
い
。

質
問

　
町
長
か
ら
Ｊ
Ａ
鳥
取
い
な
ば
へ
の
働

き
か
け
は
行
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
職
員
と
Ｊ
Ａ
本
部
で
状
況
等
確
認
し

た
。
Ｊ
Ａ
か
ら
の
書
類
で
は
店
舗
は
地

域
で
活
用
し
て
も
ら
え
ば
よ
い
と
の

事
。
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
的
な
方
に
話
を

し
て
い
る
。

森林経営管理計画

トスクふなおか店

進
捗
状
況
は

そ
の
後
の
対
応
策
は

町
長
／
昨
年
か
ら
整
備
を
行
っ
た

町
長
／
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
的
な
方
に

　
　
　
話
を
し
て
い
る

る
こ
と
は
非
常
に
よ
い
ア
イ
デ
ア
だ
。

質
問

　
土
地
建
物
の
無
償
譲
渡
を
申
し
入
れ

て
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
今
は
Ｊ
Ａ
鳥
取
い
な
ば
で
あ
り
組
織
も

大
き
く
な
っ
た
。
非
常
に
難
し
い
と
思
う
。

質
問

　
売
り
場
を
小
規
模
化
し
て
公
設
民
営

方
式
で
の
営
業
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
今
の
状
況
で
継
続
と
い
う
事
で
あ
れ

ば
規
模
縮
小
も
考
え
ら
れ
る
。
公
設
民

営
と
い
う
話
も
あ
る
が
、
今
後
改
め
て

話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

質
問

　
新
た
な
買
い
物
す
る
為
の
手
段
は
考

え
て
い
る
か
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
規
模
を
縮
小
し
て
も
現
施
設
の
利
用

と
い
う
形
に
な
れ
ば
と
思
う
。

※
そ
の
他
の
質
問

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
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質
問

①
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
、
所
得
に
影
響
す
る
給
付
金

や
補
助
金
等
々
を
受
け
た
者
に
、
ど
の

よ
う
な
影
響
が
起
き
た
か
、
分
析
し
て

い
る
か
。

②
指
定
管
理
制
度
に
つ
い
て
、
指
定
管

理
料
を
年
に
数
百
万
円
、
３
年
間
、
公

金
支
出
し
て
い
る
。

　
各
種
報
道
で
は
ふ
る
里
の
森
の
元
指

定
管
理
者
が
書
類
送
検
さ
れ
た
と
い
う

記
事
が
出
た
。
チ
ェ
ッ
ク
体
制
は
十
分

機
能
し
て
い
る
か
。

③
出
る
杭
を
伸
ば
す
事
業
に
つ
い
て
、

本
町
の
事
業
も
国
民
の
税
金
が
財
源
で

あ
り
、
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
聞
く
と
個
人

情
報
保
護
法
が
法
制
化
さ
れ
制
限
が
あ

る
。
で
あ
れ
ば
申
請
事
項
に
報
告
義
務

に
つ
い
て
明
確
化
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考

え
る
が
。

④
納
税
さ
れ
た
税
金
の
住
民
の
疑
問
に

つ
い
て
、
憲
法
の
前
文
に
、「
国
の
政
治

の
在
り
方
を
決
め
る
力
は
、
私
た
ち
国

民
に
あ
る
」
つ
ま
り
国
民
主
権
だ
。

か
。

　
少
な
か
ら
ず
八
頭
町
は
、
住
民
の
生

活
を
第
一
に
政
治
を
行
っ
て
頂
き
た

い
。
町
長
の
社
会
保
障
に
対
す
る
認
識

を
お
聞
き
し
た
い
。

答
弁
　
吉
田
町
長

①
コ
ロ
ナ
対
策
給
付
金
が
、
国
保
税
に

影
響
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い

る
。

②
現
状
で
は
、
自
治
法
ま
た
条
例
に

沿
っ
た
報
告
義
務
の
実
施
及
び
調
査
を

行
っ
て
お
り
、
チ
ェ
ッ
ク
機
能
は
果
た

税金の使われ方

支
出
さ
れ
た
も
の
へ
の

チ
ェ
ッ
ク
は

町
長
／
監
査
委
員
の
チ
ェ
ッ
ク
で

　
　
　
　
機
能
は
果
た
し
て
い
る

　
憲
法
の
条
文
を
本
町
に
置
き
換
え
て

み
れ
ば
、
町
の
税
金
の
使
わ
れ
方
を
決

め
る
の
は
本
町
の
有
権
者
に
あ
り
、
そ

の
判
断
を
す
る
た
め
の
判
断
材
料
が
必

要
だ
。
個
人
情
報
と
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の

判
断
が
曖
昧
に
な
っ
て
い
な
い
か
。

⑤
今
の
日
本
の
現
状
に
つ
い
て
、
国
民

及
び
町
民
の
方
々
は
生
活
に
不
安
が
多

い
の
で
は
な
い
か
。

　
国
会
で
の
与
党
と
野
党
が
論
戦
を
繰

り
広
げ
て
い
る
様
を
見
て
、
ど
ち
ら
が

国
の
社
会
保
障
に
つ
い
て
真
剣
に
議
論

し
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
。
鳥
取
県

を
見
て
も
、
イ
ベ
ン
ト
等
々
の
楽
し
い

こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
と
受
け

取
れ
る
。
生
活
が
第
一
で
あ
る
な
ら
社

会
保
障
を
重
き
に
置
く
こ
と
だ
。
町
長

に
優
先
さ
れ
る
こ
と
は
、
年
金
受
給
者

の
生
活
を
保
障
す
る
こ
と
が
役
目
だ
と

考
え
る
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
問
題
は
、
Ｇ
７
サ

ミ
ッ
ト
で
騒
い
で
も
ニ
ュ
ー
ス
に
も
上

が
ら
な
く
な
り
、
あ
の
騒
ぎ
は
国
会
議

員
の
選
挙
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
の

し
て
い
る
。

③
す
べ
て
の
事
業
者
に
長
期
間
の
報
告

を
課
す
よ
り
、
個
別
対
応
可
能
な
規
定

で
の
対
応
を
考
え
て
い
る
。

④
町
民
の
代
表
で
あ
る
八
頭
町
議
会
の

承
認
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
。
ま
た
、

八
頭
町
の
監
査
委
員
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受

け
て
い
る
。

⑤
住
民
の
生
活
不
安
の
払
拭
は
大
事

だ
。
そ
の
よ
う
な
中
で
社
会
保
障
が
あ

る
と
思
っ
て
い
る
。
住
民
の
生
活
を
大

事
に
町
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
。
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質
問

　
近
年
、
う
つ
病
等
精
神
疾
患
者
が
増

加
中
で
あ
り
、
中
高
齢
者
の
聴
覚
障
害

も
深
刻
な
問
題
だ
。

①
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
う
つ
病
等
精
神
疾

患
者
の
数
や
心
と
体
の
健
康
相
談
に
来

ら
れ
た
数
と
現
状
は
（
過
去
５
年
間
）。

②
国
の
取
組
で
「
心
の
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
事
業
」
が
あ
る
が
本
町
の
現
状
と
、

研
修
や
職
場
等
で
ヘ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク
は

あ
る
か
。

③
孤
独
・
孤
立
「
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
」
問

題
が
あ
る
が
、
本
町
は
ど
う
対
処
し
て

い
る
か
。

④
中
高
齢
者
が
難
聴
に
支
障
が
で
る

ケ
ー
ス
が
あ
り
、
補
聴
器
購
入
助
成
事

業
が
必
要
だ
が
。

⑤
今
後
の
課
題
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

①
精
神
保
健
福
祉
手
帳
所
持
ま
た
自
立

支
援
医
療
（
精
神
通
院
）
受
給
者
は
、

令
和
元
年
末
３
９
３
人
で
年
々
増
加
傾

向
だ
。
健
康
相
談
は
平
成
30
年
度
か
ら

地域共生社会

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
で
養
成
事
業
は

重
要
と
考
え
る
が

町
長
／
健
康
は
体
だ
け
で
は
な
く

　
　
　
こ
こ
ろ
の
健
康
も
大
事
だ

令
和
４
年
度
は
毎
年
40
人
前
後
で
過
去

５
年
間
ほ
ぼ
同
じ
数
字
だ
。

②
鳥
取
県
は
「
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
」
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
本
町
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
の
「
生
活
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
や

各
集
落
に
講
師
を
派
遣
し
「
あ
い
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
実
施
し
て
い

る
。
ヘ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク
は
職
場
で
の
判

断
の
為
、
把
握
し
て
い
な
い
。
職
場
で

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
支
援
事
業
は
、
県

東
部
で
は
鳥
取
市
保
健
所
が
実
施
し
て

お
り
相
談
が
あ
れ
ば
繋
い
で
い
る
。

③
平
成
30
年
度
に
民
生
児
童
委
員
や
社

会
福
祉
協
議
会
の
協
力
を
頂
き
、
ひ
き

こ
も
り
関
連
の
実
態
調
査
が
県
下
一
斉

に
実
施
さ
れ
た
。
本
町
で
は
40
人
余
り

と
推
測
す
る
。
町
の
結
果
や
福
祉
課
で

実
施
の
、
看
護
師
に
よ
る
障
害
児
者
訪

問
相
談
事
業
で
表
面
化
し
た
事
案
を
リ

ス
ト
化
し
「
ひ
き
こ
も
り
支
援
調
整
会

議
」
を
開
催
し
、
関
係
機
関
で
情
報
を

共
有
し
て
い
る
。「
と
っ
と
り
ひ
き
こ

も
り
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
連
携
も

行政懇談会（船岡地区公民館）

図
っ
て
い
る
。

④
本
町
在
住
で
聴
覚
障
害
で
身
体
障
害

者
手
帳
を
所
持
者
に
、
補
装
具
と
し
て

補
聴
器
購
入
費
助
成
の
場
合
、
指
定
医

が
聴
力
検
査
を
実
施
し
、
意
見
書
ま
た

は
鳥
取
県
身
体
障
害
者
更
生
相
談
所
の

判
定
に
よ
り
実
施
。
本
町
独
自
の
助
成

は
な
い
。

⑤
地
域
共
生
社
会
に
向
け
て
、
本
年
度

「
第
２
次
地
域
福
祉
推
進
計
画
」「
第
３

次
障
害
者
福
祉
計
画
」「
第
９
期
介
護
保

険
事
業
計
画
・
高
齢
者
福
祉
計
画
」
を

改
訂
し
、
今
後
各
策
定
委
員
会
で
現
行

計
画
の
進
捗
状
況
や
課
題
等
の
検
証
を

し
た
い
。

質
問

　
う
つ
病
等
の
人
数
は
、
福
祉
課
の
資

料
で
、
毎
年
約
４
０
０
人
存
在
す
る
。

健
康
相
談
人
数
が
毎
年
約
40
人
、
３
地

域
を
順
番
に
巡
回
さ
れ
る
。
毎
月
３
人

程
度
の
参
加
で
、
少
な
い
様
に
思
う
。

も
っ
と
啓
発
す
べ
き
と
思
う
が
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
基
本
は
啓
発
を
し
な
が
ら
、
今
の
巡

回
を
継
続
し
た
い
。

質
問

　
国
の
取
組
で
心
の
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

事
業
が
あ
る
。
身
近
に
ひ
き
こ
も
り
の

人
が
多
く
、
家
族
か
ら
相
談
が
あ
る
。

心
の
ケ
ア
の
養
成
事
業
は
重
要
と
考
え

る
。
公
明
党
は
重
点
施
策
に
掲
げ
て
推

進
し
て
い
る
。
行
政
、
各
自
治
体
が
本

腰
を
入
れ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
だ
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
無
論
そ
う
思
う
。
行
政
で
出
来
な
い

面
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
等
に
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
現
状
だ
。
健
康
は
、
体

だ
け
で
は
な
く
心
の
健
康
も
非
常
に
大

事
だ
。

中村　美鈴 議員
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質
問

　
戦
後
植
林
さ
れ
た
森
林
が
成
長
し
利

用
で
き
る
時
期
に
達
し
て
い
る
。
環
境

保
全
面
か
ら
も
こ
の
森
林
の
整
備
、
活

用
が
必
要
と
考
え
る
。

①
境
界
の
明
確
化
と
小
面
積
所
有
者
の

対
策
は
。

②
森
林
整
備
の
遅
れ
と
幹
線
道
整
備
の

遅
れ
対
策
は
。

③
林
業
の
烏
獣
被
害
対
策
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

①
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
調
査
に
よ
り

林業振興

取
組
を
ど
う
考
え
る
か

町
長
／
森
林
ビ
ジ
ョ
ン
に

　
　
　
　
基
づ
き
取
り
組
む

質
問

　
担
い
手
の
高
齢
化
に
よ
り
、
将
来
の

担
い
手
の
育
成
が
急
が
れ
る
。

①
今
後
の
農
地
管
理
と
担
い
手
対
策

は
。

②
農
業
の
振
興
と
支
援
策
は
。

③
地
産
地
消
の
取
組
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

①
国
の
補
助
事
業
で
あ
る
中
山
間
地
直

接
支
払
交
付
金
」「
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
」
を
有
効
に
活
用
し
、
担
い
手
支

援
、
新
規
就
農
者
の
育
成
を
行
い
、
担

い
手
を
確
保
す
る
取
組
が
重
要
と
考
え

る
。

　
町
独
自
の
支
援
は
「
担
い
手
規
模
拡

大
支
援
事
業
」
だ
。

②
生
産
基
盤
の
整
備
対
策
と
し
て
郡
家

地
区
で
山
上
、
上
峰
寺
、
下
峰
寺
、
船

岡
地
区
で
は
大
江
、
志
子
部
で
基
盤
整

備
事
業
を
実
施
し
た
。

　
農
産
物
関
係
で
は
本
町
の
推
進
作
物

で
あ
る
白
ネ
ギ
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
、
は
と
む
ぎ
を
は
じ
め
多

農業振興

農
地
保
全
を
ど
う
考
え
る
か

町
長
／
交
付
等
の
積
極
的
な
活
用
を
考
え
る

教
育
長
／
「
地
産
地
消
」の
重
要
性
は
教
え
て
い
る

く
の
品
目
に
対
し
「
水
田
活
用
直
接
支

払
交
付
金
制
度
」
を
活
用
し
、
産
地
交

付
金
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
果
樹
に

お
い
て
は
苗
木
購
入
に
対
す
る
町
独
自

の
補
助
と
、
施
設
整
備
費
用
の
県
補
助

金
に
町
独
自
の
か
さ
上
げ
支
援
を
行
っ

て
い
る
。

③
地
産
地
消
は
「
地
域
の
活
性
化
」「
消

費
者
の
安
全
な
食
生
活
の
確
保
」「
生
産

者
と
消
費
者
の
信
頼
関
係
づ
く
り
」「
伝

統
食
や
文
化
の
浸
透
」
等
の
意
義
が
あ

る
と
考
え
る
。

　
な
お
学
校
給
食
に
占
め
る
本
町
の
産

物
は
30
％
だ
。

答
弁
　
薮
田
教
育
長

③
栄
養
教
諭
に
よ
り
給
食
指
導
、
地
産

地
消
に
よ
る
「
循
環
型
社
会
の
重
要
性
」

の
教
育
も
行
っ
て
い
る
。

地
籍
調
査
は
進
み
93
％
調
査
は
進
ん

だ
。
小
面
積
所
有
者
に
対
し
て
は
森
林

整
備
の
重
要
性
を
説
明
し
集
約
化
を
八

頭
中
央
森
林
組
合
等
と
進
め
て
い
く
。

②
現
状
の
森
林
整
備
は
間
伐
が
中
心
で

あ
り
皆
伐
再
造
林
は
遅
れ
て
い
る
。
幹

線
道
の
整
備
も
十
分
で
な
く
、
事
業
が

進
む
施
策
を
検
討
し
た
い
。

③
林
業
の
鳥
獣
被
害
は
主
に
鹿
で
あ

る
。
関
係
機
関
と
連
携
し
、
本
町
に
お

け
る
効
率
の
高
い
鹿
対
策
を
検
討
す

る
。

林業の搬出現場

前田　幸己 議員
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質
問

　
近
年
、
う
つ
病
等
精
神
疾
患
者
が
増

加
中
で
あ
り
、
中
高
齢
者
の
聴
覚
障
害

も
深
刻
な
問
題
だ
。

①
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
う
つ
病
等
精
神
疾

患
者
の
数
や
心
と
体
の
健
康
相
談
に
来

ら
れ
た
数
と
現
状
は
（
過
去
５
年
間
）。

②
国
の
取
組
で
「
心
の
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
事
業
」
が
あ
る
が
本
町
の
現
状
と
、

研
修
や
職
場
等
で
ヘ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク
は

あ
る
か
。

③
孤
独
・
孤
立
「
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
」
問

題
が
あ
る
が
、
本
町
は
ど
う
対
処
し
て

い
る
か
。

④
中
高
齢
者
が
難
聴
に
支
障
が
で
る

ケ
ー
ス
が
あ
り
、
補
聴
器
購
入
助
成
事

業
が
必
要
だ
が
。

⑤
今
後
の
課
題
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

①
精
神
保
健
福
祉
手
帳
所
持
ま
た
自
立

支
援
医
療
（
精
神
通
院
）
受
給
者
は
、

令
和
元
年
末
３
９
３
人
で
年
々
増
加
傾

向
だ
。
健
康
相
談
は
平
成
30
年
度
か
ら

地域共生社会

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
で
養
成
事
業
は

重
要
と
考
え
る
が

町
長
／
健
康
は
体
だ
け
で
は
な
く

　
　
　
こ
こ
ろ
の
健
康
も
大
事
だ

令
和
４
年
度
は
毎
年
40
人
前
後
で
過
去

５
年
間
ほ
ぼ
同
じ
数
字
だ
。

②
鳥
取
県
は
「
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
」
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
本
町
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
の
「
生
活
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
や

各
集
落
に
講
師
を
派
遣
し
「
あ
い
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
実
施
し
て
い

る
。
ヘ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク
は
職
場
で
の
判

断
の
為
、
把
握
し
て
い
な
い
。
職
場
で

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
支
援
事
業
は
、
県

東
部
で
は
鳥
取
市
保
健
所
が
実
施
し
て

お
り
相
談
が
あ
れ
ば
繋
い
で
い
る
。

③
平
成
30
年
度
に
民
生
児
童
委
員
や
社

会
福
祉
協
議
会
の
協
力
を
頂
き
、
ひ
き

こ
も
り
関
連
の
実
態
調
査
が
県
下
一
斉

に
実
施
さ
れ
た
。
本
町
で
は
40
人
余
り

と
推
測
す
る
。
町
の
結
果
や
福
祉
課
で

実
施
の
、
看
護
師
に
よ
る
障
害
児
者
訪

問
相
談
事
業
で
表
面
化
し
た
事
案
を
リ

ス
ト
化
し
「
ひ
き
こ
も
り
支
援
調
整
会

議
」
を
開
催
し
、
関
係
機
関
で
情
報
を

共
有
し
て
い
る
。「
と
っ
と
り
ひ
き
こ

も
り
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
連
携
も

行政懇談会（船岡地区公民館）

図
っ
て
い
る
。

④
本
町
在
住
で
聴
覚
障
害
で
身
体
障
害

者
手
帳
を
所
持
者
に
、
補
装
具
と
し
て

補
聴
器
購
入
費
助
成
の
場
合
、
指
定
医

が
聴
力
検
査
を
実
施
し
、
意
見
書
ま
た

は
鳥
取
県
身
体
障
害
者
更
生
相
談
所
の

判
定
に
よ
り
実
施
。
本
町
独
自
の
助
成

は
な
い
。

⑤
地
域
共
生
社
会
に
向
け
て
、
本
年
度

「
第
２
次
地
域
福
祉
推
進
計
画
」「
第
３

次
障
害
者
福
祉
計
画
」「
第
９
期
介
護
保

険
事
業
計
画
・
高
齢
者
福
祉
計
画
」
を

改
訂
し
、
今
後
各
策
定
委
員
会
で
現
行

計
画
の
進
捗
状
況
や
課
題
等
の
検
証
を

し
た
い
。

質
問

　
う
つ
病
等
の
人
数
は
、
福
祉
課
の
資

料
で
、
毎
年
約
４
０
０
人
存
在
す
る
。

健
康
相
談
人
数
が
毎
年
約
40
人
、
３
地

域
を
順
番
に
巡
回
さ
れ
る
。
毎
月
３
人

程
度
の
参
加
で
、
少
な
い
様
に
思
う
。

も
っ
と
啓
発
す
べ
き
と
思
う
が
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
基
本
は
啓
発
を
し
な
が
ら
、
今
の
巡

回
を
継
続
し
た
い
。

質
問

　
国
の
取
組
で
心
の
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

事
業
が
あ
る
。
身
近
に
ひ
き
こ
も
り
の

人
が
多
く
、
家
族
か
ら
相
談
が
あ
る
。

心
の
ケ
ア
の
養
成
事
業
は
重
要
と
考
え

る
。
公
明
党
は
重
点
施
策
に
掲
げ
て
推

進
し
て
い
る
。
行
政
、
各
自
治
体
が
本

腰
を
入
れ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
だ
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
無
論
そ
う
思
う
。
行
政
で
出
来
な
い

面
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
等
に
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
現
状
だ
。
健
康
は
、
体

だ
け
で
は
な
く
心
の
健
康
も
非
常
に
大

事
だ
。

中村　美鈴 議員

八頭町議会だより　第74号 令和5年8月 1819



質
問

　
昨
年
度
か
ら
未
就
学
児
を
対
象
に
均

等
割
が
５
割
の
公
費
で
軽
減
さ
れ
て
い

る
。

①
以
前
の
一
般
質
問
で
課
税
廃
止
や
軽

減
の
範
囲
の
拡
充
に
関
し
、
国
へ
の
要

望
を
求
め
た
が
県
町
村
会
の
動
向
は
ど

う
だ
っ
た
か
。

②
現
在
の
国
の
軽
減
策
に
加
え
て
、
本

町
独
自
の
上
乗
せ
や
軽
減
範
囲
の
拡
充

を
求
め
る
。

答
弁
　
吉
田
町
長

①
昨
年
度
、
県
の
町
村
会
は
二
つ
の
制

度
改
正
は
難
し
い
と
し
て
、「
廃
止
の
前

段
で
軽
減
対
象
年
齢
を
18
歳
ま
で
引
き

上
げ
る
よ
う
に
」、
ま
た
昨
年
11
月
の
全

国
町
村
長
大
会
で
も
国
に
要
望
し
た
。

②
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
が
、
県
は
、

国
保
の
保
険
料
水
準
の
統
一
を
目
指
す

議
論
を
進
め
て
お
り
、
現
状
で
は
難
し

い
。 国保税の子ども均等割

本
町
独
自
の
軽
減
策
の

上
乗
せ
を

町
長
／
少
し
推
移
を
見
て

　
　
　
　
　
　
　
　
貰
い
た
い

質
問

　
国
が
「
就
労
し
て
い
な
い
子
ど
も
へ

の
課
税
」
の
矛
盾
を
認
め
て
半
額
助
成

が
あ
る
。
独
自
施
策
の
実
現
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
少
し
推
移
を
見
て
貰
い
た
い
。

元気に楽しく遊ぶ保育園児（町内保育所）
 

質
問

　
ひ
と
り
親
家
庭
が
貧
困
に
至
る
原
因

の
一
つ
に
子
ど
も
の
権
利
で
あ
る
養
育

費
の
不
払
い
が
あ
る
。

①
離
婚
に
関
す
る
相
談
窓
口
は
設
け
て

い
る
か
。

②
養
育
費
を
受
け
て
い
る
ひ
と
り
親
家

庭
の
割
合
は
。

③
養
育
費
確
保
の
支
援
事
業
を
始
め
た

自
治
体
が
出
て
き
た
。
施
策
を
行
い
サ

ポ
ー
ト
す
る
べ
き
で
は
。

④
支
援
体
制
の
今
後
の
課
題
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

①
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
や
母
子
・
父

子
・
寡
婦
等
の
福
祉
資
金
貸
付
の
相
談

は
福
祉
課
の
対
応
だ
。

　
支
援
策
の
情
報
提
供
と
共
に
、
養
育

費
の
取
決
め
や
不
払
い
・
面
会
交
流
・

慰
謝
料
や
財
産
分
与
等
の
離
婚
時
の
悩

み
に
つ
い
て
は
、
無
料
で
弁
護
士
に

相
談
出
来
る
電
話
相
談
を
案
内
し
て
い

る
。

②
昨
年
度
末
現
在
で
、
児
童
扶
養
手
当

ひとり親家庭

支
援
体
制
の
今
後
の
課
題
は

町
長
／
経
済
的
、精
神
的
不
安
に

　
　
　
　
　
　
　
寄
り
添
っ
た
支
援
だ

を
受
給
し
て
い
る
１
２
５
世
帯
の
中
、

養
育
費
を
受
け
て
い
る
世
帯
は
約
２
割

だ
。

③
本
年
度
の
新
規
事
業
で
、
養
育
費
に

係
る
公
正
証
書
作
成
に
要
し
た
費
用
と

家
庭
裁
判
所
へ
の
調
停
申
立
て
・
裁
判

に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
。

　
自
立
の
支
援
を
目
的
に
離
婚
し
た
父

母
と
子
ど
も
の
面
会
交
流
も
促
進
し
て

い
る
。

④
離
婚
後
の
住
宅
確
保
で
経
済
的
、
精

神
的
不
安
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
行
う

の
が
課
題
だ
。

質
問

　
明
石
市
に
は
養
育
費
保
証
契
約
促
進

事
業
が
あ
る
。
支
援
の
拡
充
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
費
用
以
外
の
支
援
も
必
要
だ
。

川西　　聡 議員
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質
問

　
町
民
一
人
一
人
に
寄
り
添
っ
た
デ
ジ

タ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
が
必
要
だ
。
こ

れ
ら
の
進
捗
状
況
は
。

①
公
共
施
設
の
ス
マ
ー
ト
予
約
や
行
政

手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
は
。

②
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付

金
の
具
体
的
取
り
組
み
は
。

③
ト
ス
ク
ふ
な
お
か
店
が
７
月
末
に
は

閉
店
す
る
。
買
物
困
難
住
民
に
対
す
る

支
援
と
し
て
、
買
物
サ
ポ
ー
タ
ー
を
設

置
し
、
町
内
の
ス
ー
パ
ー
の
注
文
を

ネ
ッ
ト
で
受
け
て
翌
日
配
達
す
る
な
ど

の
取
組
を
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁
　
吉
田
町
長

①
「
と
っ
と
り
電
子
サ
ー
ビ
ス
」
を
活

用
し
て
「
空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
申
請
」

な
ど
33
項
目
の
手
続
き
は
可
能
と
な
っ

て
い
る
。

②
課
題
と
な
っ
て
い
る
物
流
問
題
に
対

応
す
る
た
め
、
ド
ロ
ー
ン
や
ア
プ
リ
を

活
用
し
た
宅
配
サ
ー
ビ
ス
を
想
定
し
て

い
る
。
ま
た
高
齢
者
見
守
り
サ
ー
ビ
ス

質
問

①
特
別
利
用
保
育
を
令
和
4
年
度
か
ら

八
頭
町
で
も
導
入
し
て
い
る
が
、
暫
定

的
な
措
置
で
、
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備

と
い
う
の
が
本
来
形
で
あ
る
。
検
討
状

況
は
。

②
特
別
利
用
保
育
を
利
用
し
て
い
る
子

ど
も
だ
け
が
、
昼
寝
中
に
起
こ
さ
れ
て

退
所
を
さ
せ
ら
れ
る
。
せ
め
て
昼
寝

が
終
わ
る
時
間
ま
で
延
長
が
で
き
な
い

か
。

③
親
が
働
い
て
な
く
て
も
誰
で
も
保
育

所
に
入
れ
る
よ
う
基
準
緩
和
は
で
き
な

い
か
。

④
玄
関
に
ス
ロ
ー
プ
が
な
い
保
育
所
は

改
善
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
　
吉
田
町
長

①
認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
は
、
特
別

利
用
保
育
の
導
入
後
の
現
状
を
踏
ま

え
、
検
討
し
た
い
。

②
家
庭
の
保
育
の
必
要
性
に
応
じ
て
、

判
断
し
た
い
。

③
国
の
動
向
を
注
視
し
た
い
。

デジタル化の推進

子育て支援

町
民
が
デ
ジ
タ
ル
の
恩
恵
を

受
け
て
い
る
か

利
用
し
や
す
い
保
育
所
運
営
は

町
長
／
高
齢
者
の
見
守
り

　
　
　
　
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
す
る

町
長
／
施
設
の
改
善
に
つ
い
て
は
検
討
し
た
い

を
導
入
す
る
。
さ
ら
に
集
落
向
け
電
子

回
覧
版
ア
プ
リ
の
導
入
を
予
定
し
て
い

る
。

③
買
い
物
支
援
員
を
設
置
し
、
ネ
ッ
ト

で
の
注
文
が
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い

き
た
い
。

④
玄
関
付
近
の
段
差
解
消
が
必
要
な
の

は
、
郡
家
保
育
所
の
み
。
実
施
可
能
な

方
法
を
検
討
し
た
い
。

山間地への輸送が期待されるドローン配送

スロープ設置が望まれる郡家保育所

※
そ
の
他
の
質
問

　
空
き
公
共
施
設
の
対
応

川西美恵子 議員
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質
問

　
昨
年
度
か
ら
未
就
学
児
を
対
象
に
均

等
割
が
５
割
の
公
費
で
軽
減
さ
れ
て
い

る
。

①
以
前
の
一
般
質
問
で
課
税
廃
止
や
軽

減
の
範
囲
の
拡
充
に
関
し
、
国
へ
の
要

望
を
求
め
た
が
県
町
村
会
の
動
向
は
ど

う
だ
っ
た
か
。

②
現
在
の
国
の
軽
減
策
に
加
え
て
、
本

町
独
自
の
上
乗
せ
や
軽
減
範
囲
の
拡
充

を
求
め
る
。

答
弁
　
吉
田
町
長

①
昨
年
度
、
県
の
町
村
会
は
二
つ
の
制

度
改
正
は
難
し
い
と
し
て
、「
廃
止
の
前

段
で
軽
減
対
象
年
齢
を
18
歳
ま
で
引
き

上
げ
る
よ
う
に
」、
ま
た
昨
年
11
月
の
全

国
町
村
長
大
会
で
も
国
に
要
望
し
た
。

②
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
が
、
県
は
、

国
保
の
保
険
料
水
準
の
統
一
を
目
指
す

議
論
を
進
め
て
お
り
、
現
状
で
は
難
し

い
。 国保税の子ども均等割

本
町
独
自
の
軽
減
策
の

上
乗
せ
を

町
長
／
少
し
推
移
を
見
て

　
　
　
　
　
　
　
　
貰
い
た
い

質
問

　
国
が
「
就
労
し
て
い
な
い
子
ど
も
へ

の
課
税
」
の
矛
盾
を
認
め
て
半
額
助
成

が
あ
る
。
独
自
施
策
の
実
現
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
少
し
推
移
を
見
て
貰
い
た
い
。

元気に楽しく遊ぶ保育園児（町内保育所）
 

質
問

　
ひ
と
り
親
家
庭
が
貧
困
に
至
る
原
因

の
一
つ
に
子
ど
も
の
権
利
で
あ
る
養
育

費
の
不
払
い
が
あ
る
。

①
離
婚
に
関
す
る
相
談
窓
口
は
設
け
て

い
る
か
。

②
養
育
費
を
受
け
て
い
る
ひ
と
り
親
家

庭
の
割
合
は
。

③
養
育
費
確
保
の
支
援
事
業
を
始
め
た

自
治
体
が
出
て
き
た
。
施
策
を
行
い
サ

ポ
ー
ト
す
る
べ
き
で
は
。

④
支
援
体
制
の
今
後
の
課
題
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

①
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
や
母
子
・
父

子
・
寡
婦
等
の
福
祉
資
金
貸
付
の
相
談

は
福
祉
課
の
対
応
だ
。

　
支
援
策
の
情
報
提
供
と
共
に
、
養
育

費
の
取
決
め
や
不
払
い
・
面
会
交
流
・

慰
謝
料
や
財
産
分
与
等
の
離
婚
時
の
悩

み
に
つ
い
て
は
、
無
料
で
弁
護
士
に

相
談
出
来
る
電
話
相
談
を
案
内
し
て
い

る
。

②
昨
年
度
末
現
在
で
、
児
童
扶
養
手
当

ひとり親家庭

支
援
体
制
の
今
後
の
課
題
は

町
長
／
経
済
的
、精
神
的
不
安
に

　
　
　
　
　
　
　
寄
り
添
っ
た
支
援
だ

を
受
給
し
て
い
る
１
２
５
世
帯
の
中
、

養
育
費
を
受
け
て
い
る
世
帯
は
約
２
割

だ
。

③
本
年
度
の
新
規
事
業
で
、
養
育
費
に

係
る
公
正
証
書
作
成
に
要
し
た
費
用
と

家
庭
裁
判
所
へ
の
調
停
申
立
て
・
裁
判

に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
。

　
自
立
の
支
援
を
目
的
に
離
婚
し
た
父

母
と
子
ど
も
の
面
会
交
流
も
促
進
し
て

い
る
。

④
離
婚
後
の
住
宅
確
保
で
経
済
的
、
精

神
的
不
安
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
行
う

の
が
課
題
だ
。

質
問

　
明
石
市
に
は
養
育
費
保
証
契
約
促
進

事
業
が
あ
る
。
支
援
の
拡
充
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
費
用
以
外
の
支
援
も
必
要
だ
。

川西　　聡 議員
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質
問

　
安
全
・
安
心
で
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ

な
い
町
づ
く
り
が
本
町
の
基
本
だ
が
、

本
町
の
医
療
環
境
は
残
念
な
が
ら
そ
う

な
っ
て
い
な
い
。

　
高
齢
化
率
は
加
速
し
独
居
や
高
齢
者

の
み
の
世
帯
な
ど
が
急
増
傾
向
で
あ

る
。
町
内
の
開
業
医
院
は
医
師
の
高
齢

化
や
後
継
者
不
足
で
閉
院
や
不
定
期
や

時
間
短
縮
で
の
診
療
だ
。
ま
た
、
閉
院

な
ど
で
か
か
り
つ
け
医
が
無
く
な
る
こ

と
に
不
安
が
あ
り
、
早
期
の
対
応
が
求

め
ら
れ
る
。

①
現
状
を
ど
う
認
識
し
、
対
処
さ
れ
て

い
る
か
。

②
医
師
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
の
対

策
や
支
援
は
。

③
新
規
開
業
の
誘
致
対
策
と
し
て
（
仮

称
）
医
療
団
地
の
造
成
は
。

④
夜
間
の
救
急
往
診
対
応
は
。

⑤
医
師
確
保
の
た
め
の
条
件
付
き
の
新

た
な
奨
学
金
制
度
の
新
設
は
。

医療環境改善

本
町
の
改
善
策
は

町
長
／
事
業
の
実
施
は

　
医
療
機
関
の
協
力
が
不
可
欠
だ

答
弁
　
吉
田
町
長

①
昨
年
度
郡
家
地
域
の
二
つ
の
診
療
所

が
閉
院
さ
れ
た
。

　
患
者
を
他
の
医
院
に
引
継
ぎ
さ
れ
た

と
伺
っ
て
い
る
。
町
内
の
医
療
機
関
の

閉
院
は
大
変
残
念
だ
。

　
県
や
医
師
会
に
も
医
師
確
保
の
状
況

に
つ
い
て
尋
ね
た
が
、
医
師
不
足
や
高

齢
化
な
ど
、
総
合
病
院
で
も
常
勤
の
医

師
が
不
在
で
、
大
学
か
ら
派
遣
を
受

け
て
診
療
を
行
う
な
ど
、
県
内
に
於
い

て
も
医
師
の
確
保
は
大
き
な
課
題
で
あ

る
。

　
医
療
の
提
供
は
町
内
に
と
ど
ま
ら
ず

東
部
圏
域
の
枠
組
み
の
中
で
計
画
検
討

さ
れ
、
各
種
検
診
や
予
防
接
種
な
ど
町

が
行
う
保
健
事
業
を
東
部
圏
域
の
医
療

機
関
に
委
託
し
て
実
施
し
て
い
る
。

　
在
宅
医
療
や
保
健
事
業
の
実
施
に
は

地
域
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
今
後

も
町
内
を
含
め
東
部
圏
域
で
維
持
で
き

る
よ
う
、
対
応
し
て
行
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

②
医
師
の
高
齢
化
は
県
内
で
も
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
東
部
圏
域
は
医
師
の
平

均
年
齢
が
高
く
、
医
師
の
充
足
率
が
低

い
状
況
だ
。

　
医
療
の
提
供
は
圏
域
で
検
討
さ
れ
る

こ
と
が
多
く
、
町
独
自
の
支
援
策
は
設

け
て
い
な
い
。
地
域
間
の
医
師
偏
在
の

解
消
を
通
じ
、
地
域
の
医
療
提
供
体
制

を
確
保
す
る
た
め
、「
鳥
取
県
医
師
確
保

計
画
」
が
令
和
２
年
４
月
に
策
定
さ
れ

た
。

　
自
治
医
科
大
学
に
医
学
生
を
修
学
さ

せ
僻
地
医
療
を
担
う
医
師
の
養
成
、
卒

業
後
の
県
内
勤
務
を
返
還
免
除
条
件
と

し
た
修
学
金
を
持
続
的
に
実
施
し
県
内

勤
務
医
師
を
確
保
す
る
。

③
以
前
に
も
提
案
が
あ
っ
た
が
現
状
で

は
、
八
頭
町
に
限
ら
ず
医
師
不
足
で
あ

り
仮
称
医
院
団
地
の
造
成
は
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
と
考
え
る
。

④
各
医
療
機
関
で
判
断
し
対
応
さ
れ
て

い
る
。
東
部
圏
域
の
総
合
病
院
で
は
、

当
番
制
で
夜
間
で
も
診
療
が
で
き
る
体

制
を
取
っ
て
い
る
。

　
東
部
医
師
会
急
患
診
療
所
で
は
内
科

小
児
科
の
医
師
２
名
が
診
療
を
行
い
、

夜
間
、
休
日
で
も
診
療
が
出
来
る
体
制

だ
。

　
夜
間
電
話
相
談
受
付
薬
局
等
、
電
話

相
談
も
あ
る
の
で
町
民
へ
周
知
を
図
り

た
い
。

⑤
自
治
医
科
大
学
類
似
の
制
度
を
持
つ

防
衛
医
科
大
学
校
、
学
費
の
扱
い
と
は

違
う
が
県
の
医
師
確
保
奨
学
金
制
度
が

あ
り
、
現
状
を
考
え
る
と
八
頭
町
独
自

の
奨
学
金
制
度
は
難
し
い
と
思
う
が
、

近
隣
自
治
体
と
も
連
携
し
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

答
弁
　
薮
田
教
育
長

⑤
今
年
度
か
ら
非
課
税
世
帯
を
対
象
と

し
た
町
独
自
の
新
た
な
大
学
入
学
準
備

金
制
度
を
開
始
し
、
４
件
あ
る
。

　
現
状
を
考
え
る
と
、
奨
学
金
制
度
を

創
設
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
る
。東部医師会の急患診療所
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質
問

　
関
西
事
務
所
を
活
用
し
た
関
西
圏
で

の
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
情
報
発
信
、
誘
客

促
進
の
現
状
と
今
後
の
取
組
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　「
住
吉
区
民
ま
つ
り
」
神
戸
市
長
田
区

の
「
ま
ち
の
文
化
祭
」「
ふ
る
さ
と
八
頭

の
つ
ど
い
」
へ
の
参
加
、「
花
御
所
寄
席
」

や
「
八
頭
町
創
作
落
語
会
」
の
開
催
な

ど
を
予
定
し
て
い
る
。

質
問

　
首
都
圏
で
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
情
報

発
信
、
誘
客
促
進
の
現
状
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
今
の
と
こ
ろ
関
東
圏
と
の
つ
な
が
り

が
少
し
薄
い
よ
う
に
思
っ
て
い
る
。
関

東
の
八
頭
町
Ｐ
Ｒ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
山

田
さ
ん
等
と
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な

取
組
が
で
き
る
か
話
を
さ
せ
て
も
ら
い

た
い
。

い
で
や
ず
周
遊
シ
ー
ル
ラ
リ
ー
」
を
実

施
し
た
。
参
画
す
る
町
内
40
店
舗
の
う

ち
異
な
る
２
店
舗
を
周
り
、
シ
ー
ル
を

集
め
て
応
募
す
る
と
、
抽
選
で
町
内
特

産
品
な
ど
が
当
た
る
と
い
う
も
の
だ
が

「
大
江
ノ
郷
」
を
含
め
た
町
内
を
周
遊

し
て
も
ら
う
取
組
の
一
環
と
考
え
て
い

る
。

　
令
和
５
年
度
も
秋
に
実
施
予
定
だ
。

質
問

　
令
和
３
年
６
月
定
例
会
で
「
行
政
の

思
い
が
も
う
少
し
町
民
に
届
き
や
す
い

よ
う
な
体
制
づ
く
り
が
必
要
だ
と
思
う

が
」
と
い
う
私
の
質
問
に
対
し
「
行

政
の
立
場
で
、
広
報
で
あ
っ
た
り
防
災

無
線
で
あ
っ
た
り
、
さ
ら
に
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
い
う
こ
と
で
、
行
政
懇
談
会

等
も
開
催
し
て
い
る
が
、
な
か
な
か
皆

さ
ん
方
に
届
い
て
な
い
部
分
も
あ
る
と

思
う
」
と
答
弁
さ
れ
た
が
、
現
状
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
令
和
５
年
３
月
に
、
や
ず
ぴ
ょ
ん
の

「
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
」
を
開
設
し
た
。
や

ず
ぴ
ょ
ん
を
活
用
し
情
報
発
信
す
る
こ

と
で
、
行
政
の
情
報
を
身
近
に
感
じ
て

い
た
だ
け
た
ら
と
考
え
て
い
る
。

質
問

　
こ
れ
ま
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
い
え

ば
、
シ
ニ
ア
世
代
に
敬
遠
さ
れ
が
ち

情報発信

自
治
体
ア
プ
リ
の
早
期
導
入
は

町
長
／
費
用
対
効
果
を

　
確
認
し
な
が
ら
研
究
し
た
い

質
問

　「
新
因
幡
ラ
イ
ン
景
観
形
成
行
動
計

画
」
の
現
状
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
道
路
付
属
物
や
バ
ス
停
の
色
塗
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
、
大
御
門
地
区
を

対
象
に
、
秋
ご
ろ
の
実
施
を
予
定
し
て

い
る
。

　
地
域
の
方
々
に
も
参
加
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
り
、
官
民
一
体
で
景
観
形
成
に

取
り
組
む
姿
勢
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
を
強

め
る
と
と
も
に
、
沿
線
の
良
好
な
景
観

と
そ
の
保
全
、
地
域
に
暮
ら
す
人
々
の

郷
土
愛
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。

質
問

　「
大
江
ノ
郷
」
か
ら
他
の
観
光
施
設
や

店
舗
へ
の
誘
客
の
現
状
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
令
和
３
年
度
、
４
年
度
と
「
大
江
ノ

郷
」
に
も
参
画
い
た
だ
き
「
家
族
で
お

だ
っ
た
と
思
う
が
、
本
町
で
は
３
月
に

八
頭
高
生
が
先
生
と
な
り
ス
マ
ホ
教
室

が
開
催
さ
れ
た
り
、
国
中
地
区
で
は
集

落
支
援
員
の
企
画
で
「
ス
マ
ホ
寺
子
屋

カ
フ
ェ
」
と
題
し
、
社
会
福
祉
協
議
会

の
協
力
も
得
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教

室
が
開
催
さ
れ
好
評
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
幅
広
い
年

齢
層
に
情
報
発
信
す
る
に
は
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
活
用
が
有
効
な
手
段
と
し

て
考
え
、
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
本
町
は
、

自
治
体
ア
プ
リ
を
早
期
導
入
す
べ
き
と

考
え
る
が
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
基
本
的
に
は
町
民
向
け
の
皆
さ
ん
方

の
も
の
と
い
う
こ
と
で
あ
る
の
で
、
費

用
対
効
果
と
い
う
こ
と
も
確
認
し
な
が

ら
研
究
し
た
い
。

官民一体の景観形成が期待される新因幡ライン
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質
問

　
安
全
・
安
心
で
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ

な
い
町
づ
く
り
が
本
町
の
基
本
だ
が
、

本
町
の
医
療
環
境
は
残
念
な
が
ら
そ
う

な
っ
て
い
な
い
。

　
高
齢
化
率
は
加
速
し
独
居
や
高
齢
者

の
み
の
世
帯
な
ど
が
急
増
傾
向
で
あ

る
。
町
内
の
開
業
医
院
は
医
師
の
高
齢

化
や
後
継
者
不
足
で
閉
院
や
不
定
期
や

時
間
短
縮
で
の
診
療
だ
。
ま
た
、
閉
院

な
ど
で
か
か
り
つ
け
医
が
無
く
な
る
こ

と
に
不
安
が
あ
り
、
早
期
の
対
応
が
求

め
ら
れ
る
。

①
現
状
を
ど
う
認
識
し
、
対
処
さ
れ
て

い
る
か
。

②
医
師
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
の
対

策
や
支
援
は
。

③
新
規
開
業
の
誘
致
対
策
と
し
て
（
仮

称
）
医
療
団
地
の
造
成
は
。

④
夜
間
の
救
急
往
診
対
応
は
。

⑤
医
師
確
保
の
た
め
の
条
件
付
き
の
新

た
な
奨
学
金
制
度
の
新
設
は
。

医療環境改善

本
町
の
改
善
策
は

町
長
／
事
業
の
実
施
は

　
医
療
機
関
の
協
力
が
不
可
欠
だ

答
弁
　
吉
田
町
長

①
昨
年
度
郡
家
地
域
の
二
つ
の
診
療
所

が
閉
院
さ
れ
た
。

　
患
者
を
他
の
医
院
に
引
継
ぎ
さ
れ
た

と
伺
っ
て
い
る
。
町
内
の
医
療
機
関
の

閉
院
は
大
変
残
念
だ
。

　
県
や
医
師
会
に
も
医
師
確
保
の
状
況

に
つ
い
て
尋
ね
た
が
、
医
師
不
足
や
高

齢
化
な
ど
、
総
合
病
院
で
も
常
勤
の
医

師
が
不
在
で
、
大
学
か
ら
派
遣
を
受

け
て
診
療
を
行
う
な
ど
、
県
内
に
於
い

て
も
医
師
の
確
保
は
大
き
な
課
題
で
あ

る
。

　
医
療
の
提
供
は
町
内
に
と
ど
ま
ら
ず

東
部
圏
域
の
枠
組
み
の
中
で
計
画
検
討

さ
れ
、
各
種
検
診
や
予
防
接
種
な
ど
町

が
行
う
保
健
事
業
を
東
部
圏
域
の
医
療

機
関
に
委
託
し
て
実
施
し
て
い
る
。

　
在
宅
医
療
や
保
健
事
業
の
実
施
に
は

地
域
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
今
後

も
町
内
を
含
め
東
部
圏
域
で
維
持
で
き

る
よ
う
、
対
応
し
て
行
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

②
医
師
の
高
齢
化
は
県
内
で
も
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
東
部
圏
域
は
医
師
の
平

均
年
齢
が
高
く
、
医
師
の
充
足
率
が
低

い
状
況
だ
。

　
医
療
の
提
供
は
圏
域
で
検
討
さ
れ
る

こ
と
が
多
く
、
町
独
自
の
支
援
策
は
設

け
て
い
な
い
。
地
域
間
の
医
師
偏
在
の

解
消
を
通
じ
、
地
域
の
医
療
提
供
体
制

を
確
保
す
る
た
め
、「
鳥
取
県
医
師
確
保

計
画
」
が
令
和
２
年
４
月
に
策
定
さ
れ

た
。

　
自
治
医
科
大
学
に
医
学
生
を
修
学
さ

せ
僻
地
医
療
を
担
う
医
師
の
養
成
、
卒

業
後
の
県
内
勤
務
を
返
還
免
除
条
件
と

し
た
修
学
金
を
持
続
的
に
実
施
し
県
内

勤
務
医
師
を
確
保
す
る
。

③
以
前
に
も
提
案
が
あ
っ
た
が
現
状
で

は
、
八
頭
町
に
限
ら
ず
医
師
不
足
で
あ

り
仮
称
医
院
団
地
の
造
成
は
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
と
考
え
る
。

④
各
医
療
機
関
で
判
断
し
対
応
さ
れ
て

い
る
。
東
部
圏
域
の
総
合
病
院
で
は
、

当
番
制
で
夜
間
で
も
診
療
が
で
き
る
体

制
を
取
っ
て
い
る
。

　
東
部
医
師
会
急
患
診
療
所
で
は
内
科

小
児
科
の
医
師
２
名
が
診
療
を
行
い
、

夜
間
、
休
日
で
も
診
療
が
出
来
る
体
制

だ
。

　
夜
間
電
話
相
談
受
付
薬
局
等
、
電
話

相
談
も
あ
る
の
で
町
民
へ
周
知
を
図
り

た
い
。

⑤
自
治
医
科
大
学
類
似
の
制
度
を
持
つ

防
衛
医
科
大
学
校
、
学
費
の
扱
い
と
は

違
う
が
県
の
医
師
確
保
奨
学
金
制
度
が

あ
り
、
現
状
を
考
え
る
と
八
頭
町
独
自

の
奨
学
金
制
度
は
難
し
い
と
思
う
が
、

近
隣
自
治
体
と
も
連
携
し
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

答
弁
　
薮
田
教
育
長

⑤
今
年
度
か
ら
非
課
税
世
帯
を
対
象
と

し
た
町
独
自
の
新
た
な
大
学
入
学
準
備

金
制
度
を
開
始
し
、
４
件
あ
る
。

　
現
状
を
考
え
る
と
、
奨
学
金
制
度
を

創
設
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
る
。東部医師会の急患診療所

山根張太郎 議員

八頭町議会だより　第74号 令和5年8月 2223



質
問

　
こ
の
20
年
の
間
に
、
農
業
従
事
者
は

半
減
し
70
才
以
上
の
従
事
者
が
58
％
を

占
め
て
い
る
。
担
い
手
、
認
定
農
業
者

だ
け
で
地
域
の
農
業
を
守
っ
て
い
く
こ

と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

①
担
い
手
が
占
め
る
農
地
面
積
及
び
担

い
手
の
数
は
。

②
下
限
面
積
廃
止
後
の
町
の
農
業
の
行

方
は
。

③
中
山
間
地
の
傾
斜
地
は
面
積
も
小
さ

く
、
大
規
模
農
家
を
目
指
す
こ
と
は
難

し
い
。
村
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
は
、

小
さ
い
農
業
が
必
要
だ
。
多
様
な
経
営

体
、
小
さ
な
農
業
へ
の
対
策
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

①
町
内
耕
地
面
積
の
49
％
、
担
い
手
は

64
人
だ
。

②
関
係
機
関
と
連
携
し
、
経
営
規
模
の

大
小
に
関
わ
ら
ず
、
意
欲
の
あ
る
新
規

参
入
者
を
取
り
込
む
。

③
小
さ
な
農
業
を
維
持
す
る
た
め
の
対

策
と
し
て
県
補
助
、
町
補
助
に
よ
り
経

農家の減少

小
さ
な
農
業
は
ど
こ
へ
行
く

町
長
／
底
支
え
し
て
い
る

　
　
　
多
様
な
農
家
を
支
援
す
る

費
負
担
軽
減
を
図
る
。
農
業
を
底
支
え

し
て
い
る
多
様
な
農
家
を
支
援
し
、
地

域
農
業
の
維
持
発
展
に
努
め
る
。

質
問

　
大
規
模
農
業
は
、
効
率
化
、
生
産
性

を
上
げ
る
た
め
に
条
件
の
不
利
な
圃
場

は
敬
遠
し
が
ち
、
条
件
が
不
利
の
田
ん

ぼ
を
耕
す
の
が
兼
業
農
家
や
小
さ
い
農

家
で
あ
っ
た
り
す
る
。
自
然
や
環
境
に

や
さ
し
い
小
さ
な
農
業
、
兼
業
農
家
の

あ
り
方
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
大
き
な
農
業
経
営
者
が
あ
っ
て
、
多

様
な
経
営
者
が
あ
る
、
そ
れ
が
組
み

合
っ
て
今
の
日
本
の
農
業
を
担
っ
て
い

る
と
思
っ
て
い
る
。

努力義務になったヘルメットの着用

質
問

　
令
和
５
年
４
月
１
日
よ
り
自
転
車
に

乗
る
時
は
ヘ
ル
ッ
メ
ト
の
着
用
が
努
力

義
務
と
な
っ
た
。
大
切
な
命
を
守
る
た

め
着
用
す
る
こ
と
が
大
事
だ
。

①
小
学
校
で
の
交
通
ル
ー
ル
や
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
の
指
導
は
。

②
安
全
に
自
転
車
を
利
用
す
る
た
め
町

で
、
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
助
成
を

検
討
し
て
は
。

答
弁
　
薮
田
教
育
長

①
春
に
１
年
生
が
入
学
す
る
と
全
校
生

徒
に
交
通
指
導
を
行
う
。
中
学
校
も
同

様
に
交
通
指
導
し
て
い
る
。

答
弁
　
吉
田
町
長

②
今
年
の
３
月
ま
で
13
歳
未
満
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
の
努
力
義
務
が
あ
り
、
子

ど
も
の
着
用
が
進
ん
で
い
る
。
現
在
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
助
成
は
考
え
て
い
な
い
。

交通安全運動

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

助
成
を
考
え
な
い
か

教
育
長
／
自
転
車
通
学
生
に

　
　
　
　
　
入
学
時
一
律
２
万
円
助
成

質
問

　
中
学
生
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
助
成
は
。

答
弁
　
薮
田
教
育
長

　
自
転
車
通
学
の
生
徒
に
入
学
時
一
律

２
万
円
助
成
し
て
い
る
。

※
そ
の
他
の
質
問

　
健
康
な
町
づ
く
り
へ
の
取
組
に
つ
い

て

栄田　秀之 議員

八頭町議会だより　第74号 令和5年8月 2425

質
問

　
個
人
情
報
の
保
護
は
大
切
。
そ
し
て

町
民
の
方
々
に
関
す
る
条
例
を
知
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
も
大
切
だ
と
考
え
、
２

点
伺
う
。

①
条
例
改
正
の
周
知
は
。

②
役
場
の
機
構
図
に
担
当
者
名
が
必
要

と
考
え
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
担
当

者
名
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
。

答
弁
　
吉
田
町
長

①
国
が
改
正
を
行
っ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
リ
ン
ク
を
貼
り
付
け
、
公
告
を
行
っ

て
い
る
。

②
以
前
か
ら
担
当
者
名
は
必
要
で
は
な

い
の
で
は
な
い
か
、
ま
た
配
布
自
体
も

不
要
で
は
な
い
か
と
の
声
も
あ
る
。

　
一
般
的
に
問
い
合
わ
せ
る
た
め
の
必

要
な
情
報
の
み
を
記
載
し
、
サ
イ
ズ
も

以
前
の
半
分
に
収
め
配
布
し
た
。

質
問

　
誰
も
が
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
ら
れ
な
い
。
図
書

個人情報保護

役
場
機
構
図
に
担
当
者
名
は

町
長
／
配
布
自
体
不
要
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
声
も
あ
る

館
な
ど
に
例
規
集
は
あ
る
の
か
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
に
な
っ
て
い
て
機
械

の
中
で
見
る
形
と
な
っ
て
い
る
。
今
で

は
印
刷
物
は
な
く
、
図
書
館
に
も
配
布

し
て
い
な
い
。

質
問

　
機
構
図
の
担
当
者
名
で
、
町
民
と
の

信
頼
関
係
や
責
任
感
に
繋
が
る
の
で
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
名
簿
が
な
く
て
も
会
話
の
中
で
信
頼

関
係
は
十
分
出
て
く
る
と
思
う
。

質
問

　
来
年
度
も
今
の
よ
う
な
名
前
の
な
い

機
構
図
を
町
報
に
折
込
む
予
定
か
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
年
度
途
中
に
異
動
等
も
発
生
す
る
。

そ
う
い
っ
た
こ
と
も
加
味
し
て
の
判
断

だ
と
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

質
問

①
こ
れ
か
ら
の
イ
ベ
ン
ト
の
飲
食
の
方

針
は
。

②
観
光
地
の
入
り
込
み
客
数
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

①
夏
か
ら
の
イ
ベ
ン
ト
は
町
が
活
気
を

取
り
戻
し
た
と
実
感
す
る
大
切
な
場
。

飲
食
を
伴
う
出
店
も
コ
ロ
ナ
禍
前
の
規

模
を
想
定
し
対
応
す
る
予
定
だ
。

　
今
後
感
染
拡
大
と
な
れ
ば
県
な
ど
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
っ
て
対
応
し
た

い
。

②
令
和
４
年
度
の
町
内
観
光
入
り
込
み

客
数
は
76
万
１
０
０
０
人
。
対
前
年
比

１
２
１
・
９
％
。
目
標
数
値
は
２
年
前

倒
し
で
達
成
。

　「
家
族
に
や
さ
し
い
ま
ち
　
八
頭
町

へ
お
い
で
や
ず
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
町

内
経
済
が
潤
う
施
策
を
講
じ
た
い
。

観光振興

観
光
地
の
入
り
込
み
客
数
は

町
長
／
76
万
１
０
０
０
人
で
あ
っ
た

質
問

　「
第
２
期
八
頭
町
総
合
戦
略
」
の
目
標

を
達
成
し
た
の
で
あ
れ
ば
高
め
に
検
討

し
て
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
戦
略
の
期
間
も
わ
ず
か
。
基
本
的
に

は
目
標
数
値
の
見
直
し
は
考
え
て
い
な

い
。

期待される姫路公園

※
そ
の
他
の
質
問

　
福
祉
対
策
に
つ
い
て

森　亜紀子 議員

八頭町議会だより　第74号 令和5年8月 2425



質
問

　
こ
の
20
年
の
間
に
、
農
業
従
事
者
は

半
減
し
70
才
以
上
の
従
事
者
が
58
％
を

占
め
て
い
る
。
担
い
手
、
認
定
農
業
者

だ
け
で
地
域
の
農
業
を
守
っ
て
い
く
こ

と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

①
担
い
手
が
占
め
る
農
地
面
積
及
び
担

い
手
の
数
は
。

②
下
限
面
積
廃
止
後
の
町
の
農
業
の
行

方
は
。

③
中
山
間
地
の
傾
斜
地
は
面
積
も
小
さ

く
、
大
規
模
農
家
を
目
指
す
こ
と
は
難

し
い
。
村
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
は
、

小
さ
い
農
業
が
必
要
だ
。
多
様
な
経
営

体
、
小
さ
な
農
業
へ
の
対
策
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

①
町
内
耕
地
面
積
の
49
％
、
担
い
手
は

64
人
だ
。

②
関
係
機
関
と
連
携
し
、
経
営
規
模
の

大
小
に
関
わ
ら
ず
、
意
欲
の
あ
る
新
規

参
入
者
を
取
り
込
む
。

③
小
さ
な
農
業
を
維
持
す
る
た
め
の
対

策
と
し
て
県
補
助
、
町
補
助
に
よ
り
経

農家の減少

小
さ
な
農
業
は
ど
こ
へ
行
く

町
長
／
底
支
え
し
て
い
る

　
　
　
多
様
な
農
家
を
支
援
す
る

費
負
担
軽
減
を
図
る
。
農
業
を
底
支
え

し
て
い
る
多
様
な
農
家
を
支
援
し
、
地

域
農
業
の
維
持
発
展
に
努
め
る
。

質
問

　
大
規
模
農
業
は
、
効
率
化
、
生
産
性

を
上
げ
る
た
め
に
条
件
の
不
利
な
圃
場

は
敬
遠
し
が
ち
、
条
件
が
不
利
の
田
ん

ぼ
を
耕
す
の
が
兼
業
農
家
や
小
さ
い
農

家
で
あ
っ
た
り
す
る
。
自
然
や
環
境
に

や
さ
し
い
小
さ
な
農
業
、
兼
業
農
家
の

あ
り
方
は
。

答
弁
　
吉
田
町
長

　
大
き
な
農
業
経
営
者
が
あ
っ
て
、
多

様
な
経
営
者
が
あ
る
、
そ
れ
が
組
み

合
っ
て
今
の
日
本
の
農
業
を
担
っ
て
い

る
と
思
っ
て
い
る
。

努力義務になったヘルメットの着用

質
問

　
令
和
５
年
４
月
１
日
よ
り
自
転
車
に

乗
る
時
は
ヘ
ル
ッ
メ
ト
の
着
用
が
努
力

義
務
と
な
っ
た
。
大
切
な
命
を
守
る
た

め
着
用
す
る
こ
と
が
大
事
だ
。

①
小
学
校
で
の
交
通
ル
ー
ル
や
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
の
指
導
は
。

②
安
全
に
自
転
車
を
利
用
す
る
た
め
町

で
、
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
助
成
を

検
討
し
て
は
。

答
弁
　
薮
田
教
育
長

①
春
に
１
年
生
が
入
学
す
る
と
全
校
生

徒
に
交
通
指
導
を
行
う
。
中
学
校
も
同

様
に
交
通
指
導
し
て
い
る
。

答
弁
　
吉
田
町
長

②
今
年
の
３
月
ま
で
13
歳
未
満
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
の
努
力
義
務
が
あ
り
、
子

ど
も
の
着
用
が
進
ん
で
い
る
。
現
在
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
助
成
は
考
え
て
い
な
い
。

交通安全運動

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

助
成
を
考
え
な
い
か

教
育
長
／
自
転
車
通
学
生
に

　
　
　
　
　
入
学
時
一
律
２
万
円
助
成

質
問

　
中
学
生
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
助
成
は
。

答
弁
　
薮
田
教
育
長

　
自
転
車
通
学
の
生
徒
に
入
学
時
一
律

２
万
円
助
成
し
て
い
る
。

※
そ
の
他
の
質
問

　
健
康
な
町
づ
く
り
へ
の
取
組
に
つ
い

て

栄田　秀之 議員
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※
議
会
だ
よ
り
の
発
行
は
2
月
、
5
月
、
8
月
、
11
月
の
年
4
回
で
す
。

　
こ
の
度
、
議
会
の
構
成
が
変
わ
り

議
会
広
報
常
任
委
員
会
も
新
し
い
メ

ン
バ
ー
構
成
と
な
り
ま
し
た
。

　
過
疎
化
が
進
む
八
頭
町
に
お
い

て
、
未
来
を
見
据
え
た
町
づ
く
り
の

重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
号

で
と
り
あ
げ
た
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都

市
創
生
事
業
」
は
こ
れ
か
ら
検
討
・

検
証
を
繰
り
返
し
行
い
な
が
ら
、
10

年
後
20
年
後
の
「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま

ち
八
頭
町
」
に
着
実
に
繋
げ
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
を
通
じ
て
八
頭
町
が

ど
の
よ
う
な
未
来
を
進
も
う
と
し
て

い
る
の
か
、
そ
の
為
に
議
会
が
今
何

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
、
皆
様
に

分
か
り
や
す
く
お
伝
え
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

後
と
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。�

（
記
：
緒
方
陽
紀
）

委
員
長
　
　
緒
方
　
陽
紀

副
委
員
長
　
森
　
亜
紀
子

委
員
　
　
　
前
田
　
幸
己

委
員
　
　
　
矢
部
　
啓
祐

委
員
　
　
　
灘
口
　
茂
郎

委
員
　
　
　
川
西
　
　
聡

委
員
　
　
　
奥
田
の
ぶ
よ

編
集
後
記

長い将来を見据えて　～若い人と農業を～

　現在水稲を15ha、ネギを２反半生産しています。東京
に進学し27歳で八東に帰りました。農業を始めたきっかけ
は、就職活動をしたことがなく「農業しようかな」と。周
りからは「農業をしなさそう」と言われましたが、実際に
してみると自分に合っていると思っています。
　気持が縛られないこと、自然の中でストレスがないこと、
そしてトラクターや機械を使っての作業のため、体の負担
が少ないことがその理由だと感じています。
　耕作面積を拡大したいことが直近の目標です。そして長
い将来を見据えて、農業がもっと魅力的になるよう給料、
環境、待遇などイメージを変えて、若い人と仕事がしたい
と思っています。

　　　　　　
稲中　裕也 さん

編 集 委 員

2
0
2
3
.8

N
o.0
7
4

本会議はケーブルテレビで生中継
しています

議会の傍聴をしてみませんか

なお、定例会の本会議はインターネット配信もしています

議会、議会だよりに関する意見、ご要望をお寄せください。

TEL  0858-72-3975　FAX  0858-72-2641（議会事務局） 八頭町議会

※�議会だよりへのコメントの掲載を希望される方を募集しています。詳しくは議会事務局へ
お問い合わせください。

北海道の視察の様子
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